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Public relations of Minami-aizu

新しい時代へー
～ 駆け抜けた〝平成〟 ～
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平成１８年３月２０日
南会津町誕生

町の出来事を
振り返る①
～駆け抜けた〝平成〟～

　「国の内外、天地とも平和が達成される」という意味が込めら
れた時代「平成」が、間もなく終わりを迎えます。
　平成１８年３月２０日に、町村合併で誕生した「南会津町」の
歴史は約１３年。
　本号では、その１３年にわたる町の主な出来事を、これまで発
行してきた「広報みなみあいづ」を中心に振り返ります。

平成１８年４月３０日
初代町長に湯田芳博氏が就任

平成１８年７月１日
合併記念式典挙行

平成１８年１１月１７日
国道４０１号白沢バイパス開通

平成１８年１１月２０日
町道唐沢線唐沢トンネル貫通

平成１９年３月
第１次総合振興計画策定

平成１９年７月１日
㈱南会津観光公社設立

平成１９年８月３０日
尾瀬国立公園に帝釈山・田代山が編入

平成１９年１１月１０日
ふるさと南会津会設立

平成２０年３月２１日
上郷小学校閉校

平成２０年４月１日
総合支援センター設立

平成２０年４月７日
新舘岩小学校開校

平成２０年５月２６日
田島地域で防災無線の運用開始

平成２０年９月２１日
国道２８９号甲子道路全線開通

平成２０年９月２４日
泉崎村と「結」協定を締結

平成２０年１０月１１日～１５日
第２０回全国生涯学習フェスティバル

平成２１年４月１日
南会津町商工会開所

平成２１年４月２１日
南会津やまなみ泊覧会オープ

ニングセレモニー

平成２１年７月１８日
久川城跡で大規模な礎石建物

跡を発見、現地説明会を開催

平成２１年１０月１６日
国道４００号田島バイパス開通

平成２０年９月１５日
リーマンショック（リーマン・

ブラザースが経営破たん）

平成２１年１１月３０日
町道唐沢線（湯ノ花～木賊）開通

　

約
５
０
０
人
が
詰
め
掛
け

た
セ
レ
モ
ニ
ー（
舘
岩
会
館
）

で
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー

ム
紅あ
か
か
ぶ

歌
舞
の
菊
地
希
美
さ
ん

が
開
催
を
宣
言
。
平
田
大
一

さ
ん
（
詩
人
・
社
会
起
業
家

＝
沖
縄
県
在
住
）
の
基
調
講

演
な
ど
も
開
催
。

広
報
№
38（
平
成
21
年
５
月
号
）

　

21
日
間
（
内
、町
内
17
日
）

に
わ
た
っ
て
撮
影
。
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
合
格
し
た
42

人
の
県
民
キ
ャ
ス
ト
を
は
じ

め
、
多
く
の
町
民
が
エ
キ
ス

ト
ラ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
制
作
に
加
わ

る
。

 

広
報
№
26
・
27
合
併
号

（
平
成
20
年
６
月
号
）

【
作
品
概
要
】

▼
タ
イ
ト
ル

　
「
春
色
の
ス
ー
プ
」

▼
完
成
時
間

　

90
分

▼
監
督

　

瀬
木
直
貴

▼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　

前
田
茂
司
・
越
後
啓
子

▼
制
作
日
程

　

撮
影
：
２
０
０
８
年
５
月

　

完
成
：
２
０
０
８
年
９
月

▼
キ
ャ
ス
ト

　

佐
津
川
愛
美（
阿
部
桃
子
）

　

鈴
木
砂
羽
（
阿
部
由
樹
）

　

栩
原
楽
人（
大
久
保
亮
太
）

　

美
保
純
（
矢
島
美
津
子
）

　

池
内
万
作
（
松
浦
透
）

　

国
広
富
之
（
藤
崎
和
義
）

　

鶴
見
辰
吾
（
岡
島
隆
三
）

▼
主
題
歌

　
「
あ
り
が
と
う
」大
津
貴
子

▼
ス
ト
ー
リ
ー

　

舞
台
は
、
県
内
の
森
に
包
ま
れ
た

田
園
都
市
。
盲
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
す
る
高
校
生
の
桃
子
。
桃

子
は
親
と
不
仲
で
、
普
段
は
荒
れ
た

生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
盲
学
校
高

等
部
に
通
う
亮
太
と
の
出
会
い
を
通

し
て
、
思
春
期
な
ら
で
は
の
葛
藤
を

越
え
、
家
族
の
愛
情
な
ど
に
気
付
い

て
い
く
。

　

平
成
20
年
１
月
に
、
御
蔵

入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

は
約
１
６
０
人
が
応
募
。
映

画
出
演
を
目
指
し
て
監
督
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
。

 

広
報
№
23（
平
成
20
年
２
月
号
）

平成２０年４月３０日
第２０回全国生涯学習フェスティバル

記念映画「春色のスープ」クランクイン

　

役
場
本
庁
舎
の
開
庁
式
。

「
南
会
津
町
役
場
」と
記
さ
れ

た
庁
舎
看
板
の
除
幕
と
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

広
報
創
刊
号（
平
成
18
年
４
月
号
）

　

町
の
「
町
章
」「
花
」「
木
」

「
鳥
」「
町
民
憲
章
」
の
発
表

や
、
合
併
功
労
者
へ
総
務
大

臣
表
彰
を
授
与
。

広
報
№
４（
平
成
18
年
７
月
号
）

●
町
章
＝
作
者

は
工
藤
和
久
氏

（
青
森
県
弘
前

市
）
南
会
津
の
「
み
」
と
「
み

ん
な
の
「
み
」
が
モ
チ
ー
フ

●
花
＝
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

●
木
＝
ブ
ナ

●
鳥
＝
ウ
グ
イ
ス

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
看
板
の
除

幕
を
す
る
関
係
者
。
代
表
取

締
役
社
長
に
高
橋
正
志
氏
が

就
任
。

 

広
報
№
17（
平
成
19
年
８
月
号
）

　

上
郷
小
学
校
と
統
合
し
た

舘
岩
小
学
校
の
新
校
舎
。
開

校
初
年
度
は
、
96
人
の
児
童

が
在
籍
。

 

広
報
№
25（
平
成
20
年
４
月
号
）

　

整
備
開
始
か
ら
33
年
の
時

を
経
て
全
線
開
通
。
南
会
津

地
方
と
県
南
地
方
の
ア
ク
セ

ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
多

方
面
で
の
交
流
が
可
能
に

な
っ
た
。

　

県
と
国
交
省
の
発
表
で

は
、
９
月
21
日
か
ら
28
日
ま

で
に
、
約
４
万
２
６
０
０
台

の
交
通
量
を
記
録
。

広
報
№
31（
平
成
20
年
10
月
号
）

　

約
３
年
の
合
併
協
議
を
経

て
開
所
し
た
町
商
工
会
（
会

員
８
６
９
人
）。
初
代
会
長

に
渡
部
文
一
氏
が
就
任
。

広
報
№
37（
平
成
21
年
４
月
号
）

　

城
跡
本
丸
に
鎮
座
す
る
稲

荷
神
社
本
殿
の
改
修
申
請
に

伴
い
試
掘
調
査
し
た
結
果
、

櫓
台
全
面
に
広
が
る
礎
石
建

物
跡
の
存
在
が
判
明
。

久
川
城
跡
試
掘
調
査
報
告
書

（
平
成
29
年
３
月
）
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平成２３年４月５日
びわのかげ保育所開所

平成２３年６月１２日
田代山開山１００周年

平成２３年６月１日
全国瞬時警報システム（Ｊアラート）

運用開始

平成２３年６月２０日
前沢集落が重要伝統的建造物群

保存地区に選定

平成２３年７月２９日
新潟・福島豪雨災害発生

平成２３年８月２３日
「南会津ふるさと物産館」オープン

平成２３年１０月８日
田島高等学校創立１００周年記念式典

平成２４年３月３１日
山口・富田保育所閉所

平成２３年１１月１７日
豊かなむらづくり全国表彰で、たのせ

ふるさとづくり会が農林水産大臣賞を受賞

平成２４年３月２６日
「きらら２８９」が道の駅に登録

平成２４年３月２７日
南郷第一小学校閉校

平成２４年３月２８日
南郷第二小学校閉校

平成２４年４月１日
集落応援交付金事業運用開始、

南会津地方環境衛生組合発足

平成２３年３月１１日
東日本大震災発生

平成２３年３月
第２次総合振興計画策定

平成２２年１１月１２日
第２２回全国消防操法大会小型

ポンプ操法の部で１０位入賞
（田島支団第１分団第６部＝田部）

平成２２年８月９日
「番屋」が道の駅に登録

平成２２年４月３０日
二代町長に大宅宗吉氏が就任

平成２２年５月３０日
会津マウントエクスプレスの

新型車両が運行開始

平成２２年３月２６日～２８日
スパトライアスロン2010南会津大会

平成２２年４月１日
みなみやま観光㈱設立

平成２２年４月２４日
第１回桜ウォーク

平成２３年３月３１日
ひかり・桧沢・荒海保育所閉所

町の出来事を
振り返る②
～駆け抜けた〝平成〟～

　

午
後
２
時
46
分
、
国
内
観

測
史
上
最
大
震
度
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録
し

た
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
。

　

こ
の
地
震
で
、
福
島
県
相

馬
で
９
・
３
㍍
以
上
、
宮
城

県
石
巻
市
鮎
川
で 

８
・
６
㍍

以
上
な
ど
、
東
日
本
の
太
平

洋
沿
岸
を
中
心
に
非
常
に
高

い
津
波
を
観
測
。

　

さ
ら
に
、
地
点
に
よ
っ
て

は
10
㍍
を
越
え
る
津
波
の
痕

跡
が
確
認
さ
れ
、
東
北
・
関

東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
に

壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。

　

巨
大
津
波
以
外
に
も
、
地

震
の
揺
れ
や
液
状
化
現
象
、

地
盤
沈
下
、
ダ
ム
の
決
壊
な

ど
に
よ
っ
て
、
北
海
道
南
岸

か
ら
東
北
を
経
て
関
東
南
部

に
至
る
広
大
な
範
囲
で
被
害

が
確
認
さ
れ
、
各
種
イ
ン
フ

ラ
が
寸
断
さ
れ
た
。

 

広
報
№
61（
平
成
23
年
４
月
号
）

　

地
震
発
生
か
ら
約
１
時
間

後
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
で
は
、
津
波
の

影
響
で
１
～
５
号
機
で
全
交

流
電
源
が
喪
失
し
、
原
子
炉

の
冷
却
が
不
可
能
な
状
態
に

な
る
。

　

そ
の
後
、
１
～
３
号
炉
で

炉
心
溶
融（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）

が
発
生
し
、
大
量
の
放
射
性

物
質
の
漏
え
い
を
伴
う
重
大

な
原
子
力
事
故
に
発
展
（
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
）。

　

こ
の
事
故
は
、
国
際
原
子

力
事
象
評
価
尺
度
で
最
悪
の

レ
ベ
ル
７
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
子
力
発
電
所
事
故
と
同

等
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

広
報
№
61（
平
成
23
年
４
月
号
）

　

役
場
本
庁
の
震
度
計
は
最

大
震
度
５
弱
を
観
測
。当
日
、

町
で
は
平
成
23
年
第
１
回
議

会
定
例
会
が
開
会
し
た
が
、

未
曾
有
の
災
害
に
対
応
す
る

た
め
に
会
期
を
繰
り
上
げ
、

被
災
地
支
援
や
、
避
難
者
・

救
援
物
資
の
受
け
入
れ
体
制

が
整
備
さ
れ
た
。

　

幸
い
町
内
で
大
き
な
被
害

は
な
か
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン

や
灯
油
な
ど
の
供
給
が
一
時

的
に
止
ま
り
、
路
上
に
は
給

油
待
ち
の
車
で
長
蛇
の
列
が

で
き
た
り
、
一
部
の
食
料
品

や
紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入
も

困
難
に
な
る
な
ど
、
不
便
な

生
活
に
不
安
を
感
じ
た
。

避難者の受入状況（１次避難＝町運営の避難所）
永田林業研修

センター
松ノ下多目的

集会所
田部原コミュニ
ティーセンター

糸沢林業研修
センター 高齢者センター あたご館２階 計

開設期間 ３月１５日～
５月１日

３月１５日～
９月１８日

３月２１日～
４月２４日

３月１９日～
２９日

３月１５日～
１８日

３月１７日・
１８日

３月１５日～
９月１８日

人　　数 ３６人 ３５人 １３人 １３人 ９３人 ４人 １９４人

※平成２３年度事務報告より

田島体育館に集められた支援物資㊤と燃料を求める長蛇の列㊦

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
看
板
の
除

幕
を
す
る
関
係
者
。
代
表
取

締
役
社
長
に
高
橋
正
志
氏
が

就
任
。

広
報
№
49（
平
成
22
年
４
月
号
）

　

国
道
３
５
２
号
沿
い
、
尾

瀬
国
立
公
園
」
の
福
島
県
側

に
位
置
す
る
「
番
屋
」。
県

内
22
番
目
の
道
の
駅
に
登
録
。

　

福
島
県
代
表
と
し
て
、
全

国
大
会
で
洗
練
さ
れ
た
操
法

技
術
を
披
露
。

広
報
№
57（
平
成
22
年
12
月
号
）

　

南
会
津
産
の
新
鮮
な
野
菜

の
直
売
の
ほ
か
、
情
報
発
信

や
地
域
住
民
が
交
流
す
る
拠

点
と
し
て
本
格
オ
ー
プ
ン
。 

広
報
№
66（
平
成
23
年
９
月
号
）

　

お
み
や
げ
・
食
事
・
入
浴
・

休
憩
す
べ
て
が
ひ
と
つ
の

「
き
ら
ら
２
８
９
」。
県
内
24

番
目
の
道
の
駅
に
登
録
。

　

田
島
地
域
３
つ
の
保
育
所

を
統
合
し
、
新
た
に
び
わ
の

か
げ
保
育
所
を
開
所
。
地
元

の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
。 

広
報
№
61（
平
成
23
年
４
月
号
）

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
緊
急

地
震
速
報
と
震
度
速
報
、
内

閣
官
房
が
発
表
す
る
国
民
保

護
関
係
情
報
（
ミ
サ
イ
ル
発

射
や
大
規
模
テ
ロ
な
ど
）を
、

人
工
衛
星
を
経
由
し
て
防
災

行
政
無
線
か
ら
伝
え
る
シ
ス

テ
ム
。

広
報
№
64（
平
成
23
年
７
月
号
）

　

全
国
で
91
地
区
目
、
県
内

で
は
大
内
宿
（
下
郷
町
）
に

次
い
で
２
地
区
目
の
選
定
。

約
13
・
３
㌶
が
保
存
地
区
に
。

広
報
№
64（
平
成
23
年
７
月
号
）

地
、
水
路
に
も
土
砂
の
流
入

を
確
認
。
重
機
で
撤
去
し
に

く
い
箇
所
は
、
町
消
防
団
を

中
心
に
土
砂
の
撤
去
活
動
が

展
開
さ
れ
た
。

　

災
害
発
生
後
、
東
祥
三
内

閣
府
副
大
臣
、
佐
藤
雄
平
県

知
事
、
渡
部
恒
三
衆
議
院
議

員
ら
が
次
々
と
被
災
地
を
視

察
。
政
府
は
８
月
19
日
の
閣

議
で
一
連
の
豪
雨
に
よ
る
被

害
を
激
甚
災
害
に
指
定
し
た
。

広
報
№
66（
平
成
23
年
９
月
号
）

　

７
月
27
日
か
ら
30
日
に
か

け
て
、
新
潟
県
と
福
島
県
会

津
を
中
心
と
す
る
大
雨
で
、

福
島
県
会
津
の
多
い
と
こ
ろ

で
７
０
０
㍉
、
新
潟
県
の
多

い
と
こ
ろ
で
６
０
０
㍉
を
超

え
、
７
月
の
月
降
水
量
平
年

値
の
２
倍
以
上
を
記
録
。

　

こ
の
大
雨
で
、
町
内
で
も

甚
大
な
被
害
が
発
生
。
国
道

３
５
２
号
は
、
土
石
流
や
河

川
の
増
水
に
よ
り
数
箇
所
で

道
路
の
流
出
や
寸
断
が
相
次

広
報
№
66（
平
成
23
年
９
月
号
）

い
だ
ほ
か
、
国
道
４
０
１
号

も
多
い
と
こ
ろ
で
４
㍍
を
超

え
る
土
砂
が
堆
積
す
る
な

ど
、
数
箇
所
で
道
路
が
塞
が

れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
建

設
業
者
が
復
旧
作
業
に
力
を

発
揮
。
小
立
岩
地
内
の
大
久

保
橋
付
近
で
は
、
夜
を
徹
し

た
重
機
稼
動
に
よ
り
、
驚
く

ほ
ど
の
速
さ
で
仮
復
旧
が
進

ん
だ
。

　

ま
た
、
多
く
の
建
物
や
農

広
報
№
66（
平
成
23
年
９
月
号
）

小立岩地内大久保橋の災害直後㊤と仮復旧後㊦

　
「
ひ
と
」「
も
の
」「
景
観
」

を
〝
一
本
の
橋
〟
で
つ
な
い

だ
全
員
参
加
の
む
ら
づ
く
り

が
高
評
価
。

 

広
報
№
69（
平
成
23
年
12
月
号
）
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平成２６年７月９日
広報みなみあいづ１００号発刊

平成２６年７月
「マイマイガ」が大量発生

平成２７年１月３日
第９１回箱根駅伝復路に渡部良太選手

（日本大学４年・荒海中出身）が出場

平成２７年４月１日～６月３０日
ふくしまデスティネーション

キャンペーンを展開

平成２７年９月９日～１０日
関東・東北豪雨災害発生

平成２７年１２月１日
国道３５２号中山トンネル開通

平成２８年３月１９日
合併１０周年記念式典挙行

平成２８年１０月１９日
南郷トマトの販売額が２２年

ぶりに１０億円を突破

平成２８年１０月２８日～３０日
全国ほんもの体験フォーラムin

福島・南会津を開催

平成２８年１０月２７日
会津縦貫南道路５工区中心杭設置

平成２５年９月２６日
「んだべぇ」を町観光大使に任命

平成２６年３月１３日
ソチ五輪スノーボード競技男

子ハーフパイプ銀メダリスト
平野歩夢選手が来町

平成２６年４月３０日
三代町長に大宅宗吉氏が就任

平成２５年５月２９日
町のゆるキャラが「んだべぇ」に決定

平成２５年６月２１日
乾杯条例制定

平成２４年４月５日
南郷保育所開所

平成２４年６月４日
田島学校給食センター開所

平成２４年４月６日
南郷小学校開校

平成２４年９月１８日
米の全量全袋検査開始

平成２５年３月２２日
針生小・檜沢小・伊南中学校閉校

平成２５年３月２６日
南郷中学校閉校

平成２５年４月８日
桧沢小・南会津中学校開校

平成２７年３月７日
南郷トマト生産組合が第４４回日本

農業賞（集団組織の部）大賞受賞

町の出来事を
振り返る③
～駆け抜けた〝平成〟～

　

南
郷
第
一
・
第
二
小
学
校

を
統
合
し
て
新
設
さ
れ
た
南

郷
小
学
校
。開
校
初
年
度
は
、

１
０
６
人
の
児
童
が
在
籍
。 

広
報
№
74（
平
成
24
年
５
月
号
）

●
桧
沢
小
学
校

　

檜
沢
・
針
生
小
学
校
を
統

合
し
て
新
設
さ
れ
た
桧
沢
小

学
校
。
開
校
初
年
度
は
、
55

人
の
児
童
が
在
籍
。

広
報
№
86（
平
成
25
年
５
月
号
）

●
南
会
津
中
学
校

　

伊
南
・
南
郷
中
学
校
を
統

合
し
て
新
設
さ
れ
た
南
会
津

中
学
校
。
開
校
初
年
度
は
91

人
の
生
徒
が
在
籍
。

広
報
№
86（
平
成
25
年
５
月
号
）

　

応
募
総
数
９
２
７
点
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
、
町
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
ん
だ
べ
ぇ
」。
９

月
26
日
に
町
の
観
光
大
使
に

任
命
。

 

広
報
№
91（
平
成
25
年
10
月
号
）

　

台
風
第
18
号
か
ら
変
わ
っ

た
低
気
圧
に
向
け
て
南
か
ら

流
れ
込
む
湿
っ
た
風
と
、
日

本
の
東
海
上
を
北
上
し
て
い

た
台
風
第
17
号
か
ら
流
れ
込

む
湿
っ
た
風
の
影
響
で
、
多

数
の
線
状
降
水
帯
が
次
々
と

発
生
。
町
内
で
は
田
島
と
舘

岩
地
域
に
降
水
が
集
中
し
、

気
象
庁
舘
岩
観
測
所
の
最
大

24
時
間
降
水
量
が
、
観
測
史

上
１
位
と
な
る
２
６
２
㍉
を

記
録
し
た
。

　

こ
の
大
雨
の
影
響
で
、
檜

沢
・
荒
海
・
舘
岩
川
が
氾

濫
。
一
時
は
民
家
へ
濁
流
が

迫
る
な
ど
、
10
日
か
ら
16
日

ま
で
の
避
難
者
は
１
０
０
世

帯
２
１
７
人
、
17
日
現
在
の

住
宅
な
ど
の
被
害
は
床
上
浸

水
16
戸
、
床
下
浸
水
１
０
１

戸
、
全
壊
や
一
部
損
壊
な
ど

４
戸
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
国
道
で
は
２
８
９

号
（
針
生
～
東
）、
３
５
２

号
（
内
川
～
戸
中
、
戸
中
～

新
田
原
、
新
田
原
～
滝
原
）

が
通
行
止
め
に
な
る
な
ど
、

町
民
の
生
活
に
多
大
な
影
響

を
も
た
ら
し
た
。

　

９
日
夕
方
か
ら
消
防
団
員

が
屯
所
で
待
機
。
被
害
の
大

広
報
№
115（
平
成
27
年
10
月
号
）

き
い
地
区
で
は
、
深
夜
か
ら

早
朝
に
か
け
て
土
嚢
積
み
や

地
区
内
の
見
回
り
、
避
難
誘

導
な
ど
、
不
眠
不
休
で
活
動

し
た
。

　

10
日
の
午
前
６
時
、
町
は

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

刻
々
と
変
化
す
る
被
害
状
況

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
消
防
団
や
関
係
機
関
、

各
行
政
区
と
連
携
し
な
が
ら

復
旧
支
援
に
全
力
を
挙
げ
た
。

　

災
害
発
生
後
の
11
日
に
内

堀
雅
雄
福
島
県
知
事
、
14
日

に
増
子
輝
彦
参
議
院
議
員
が

被
災
地
を
視
察
。
政
府
は
10

月
６
日
の
閣
議
で
一
連
の
豪

雨
に
よ
る
被
害
を
激
甚
災
害

に
指
定
し
た
。

議
会
だ
よ
り
第
38
号（
平
成
27
年
10
月
）

 

広
報
№
130（
平
成
29
年
１
月
号
）

　

販
売
額
が
過
去
最
高
の

10
億
６
２
０
０
万
円
を
記
録

し
、
平
成
６
年
以
来
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
。

　

出
荷
量
も
85
万
１
０
０
０

㌜
、
３
４
０
０
㌧
を
超
え
て

過
去
最
高
に
。
55
年
目
を
迎

え
、
栽
培
面
積
も
35
㌶
に
拡

大
。

　

節
目
を
祝
う
記
念
式
典
。

誕
生
し
た
「
町
民
の
歌
」
を
、

特
設
合
唱
団
が
初
披
露
。

 

広
報
№
121（
平
成
28
年
４
月
号
）

　

合
併
後
初
の
箱
根
ラ
ン

ナ
ー
が
誕
生
。
復
路
の
６
区

（
山
下
り
）
を
駆
け
抜
け
、

伝
統
の
タ
ス
キ
を
仲
間
に
つ

な
い
だ
渡
部
良
太
選
手
。

 

広
報
№
106（
平
成
27
年
１
月
号
）

　

７
月
中
旬
頃
か
ら
街
灯
の

多
い
市
街
地
を
中
心
に
、
大

量
の
成
虫
と
卵
が
確
認
さ
れ

る
。
次
年
の
大
量
発
生
を
抑

え
る
た
め
、
卵
の
駆
除
に
奔

走
。

 

広
報
№
101（
平
成
26
年
８
月
号
）

　

記
念
す
べ
き
１
０
０
号
を

迎
え
た
広
報
み
な
み
あ
い

づ
。編
集
は
相
原
寛
之
さ
ん
。

広
報
№
100（
平
成
26
年
７
月
号
）

　

田
島
・
檜
沢･

荒
海
中
学

校
へ
、
安
心
安
全
な
学
校
給

食
の
提
供
が
ス
タ
ー
ト
。

 

広
報
№
75（
平
成
24
年
６
月
号
）

　

原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た

風
評
被
害
を
払
拭
し
、
消
費

者
に
安
心
・
安
全
な
米
を
届

け
る
た
め
、
全
て
の
米
を
対

象
に
放
射
性
物
質
検
査
を
実

施
。

　

小
学
校
時
代
に
、
南
郷
ス

キ
ー
場
を
練
習
拠
点
に
し
て

い
た
平
野
歩
夢
選
手
が
、
お

世
話
に
な
っ
た
感
謝
を
込
め

て
来
町
。
伊
南
・
南
郷
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
が
出
迎
え

た
南
郷
ス
キ
ー
場
で
は
、

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
で
世
界
最
高

レ
ベ
ル
の
滑
り
を
披
露
し
、

訪
れ
た
多
く
の
観
衆
を
魅
了

し
た
。

広
報
№
97（
平
成
26
年
４
月
号
）

　

さ
ら
に
、
南
会
津
中
学
校

の
卒
業
式
に
も
駆
け
つ
け
て

同
学
年
の
卒
業
生
の
門
出
を

祝
福
。

　

役
場
本
庁
舎
の
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
町
か
ら
激
励

金
と
特
産
品
が
送
ら
れ
る
と

と
も
に
、
南
郷
ス
キ
ー
場
で

の
思
い
出
や
平
昌
五
輪
へ
の

抱
負
な
ど
を
、
大
宅
町
長
ら

と
歓
談
。

広
報
№
97（
平
成
26
年
４
月
号
）
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平成３０年４月３０日
四代町長に大宅宗吉氏が就任

平成３０年４月７日
新「小豆温泉窓明の湯」オープン

平成３０年１１月２９日
会津縦貫南道路５工区起工式

平成３０年１２月２日
滝原地内の町道「新後庵線」が開通

平成３０年１１月１６日
第３セクター統合検討協議会発足

平成３１年１月１日
町オリジナル婚姻届を採用

平成３１年２月１５日
県広報コンクール「一枚写真部」で

佳作入選

平成３０年１１月１０日
南会津高等学校創立７０周年記念式典

平成３０年１０月２４日
水道事業が「水道イノベーション賞

特別賞」を受賞

平成３０年２月３日
東京五輪レスリング競技の合宿

候補地で在日アルメニア大使が
視察来町

平成３０年３月６日
町消防団が日本消防協会特別

表彰「まとい」を受賞

平成３０年４月
御蔵入交流館開館１５周年

平成３０年４月１日
町消防団が２支団体制に移行

平成２９年１１月５日
第１回ヤマザクラ１万本の里

づくり記念植樹祭を開催

平成３０年１月２６日
記録的豪雪で対策本部を設置

平成２８年１１月１１日
台東区友好都市締結３０周年

記念セレモニー

平成２８年１２月２５日
伊南クロスカントリーコース

オープン

平成２９年４月１日
子育て世代包括支援センター

「えがお」開設

平成２９年５月３１日
チャレンジデー初参加

平成２９年７月１８日
役場新庁舎開庁式

平成２９年８月８日
役場新庁舎落成式

平成２９年３月２３日
檜沢中学校閉校

平成２９年４月２１日
特急「リバティ会津」が会津田島

駅に乗入れ

町の出来事を
振り返る④
～駆け抜けた〝平成〟～

　平成を駆け抜けた南会津町を振り返ると、
実にさまざまな出来事がありました。
　紙面の都合上、ご紹介しきれない出来事も
ありましたことをご了承ください。

　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
が
公

認
す
る
コ
ー
ス
で
、
県
内
３

か
所
目
。シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
、

陸
上
競
技
の
練
習
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
活
用
で
き
る
よ
う

整
備
。

 

広
報
№
130（
平
成
29
年
１
月
号
）

　

70
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ

し
た
檜
沢
中
学
校
。
そ
の
伝

統
は
、
統
合
す
る
田
島
中
学

校
へ
引
き
継
が
れ
た
。

議
会
だ
よ
り
第
44
号

（
平
成
29
年
５
月
）

　

東
武
鉄
道
26
年
ぶ
り
の
新

型
特
急
「
リ
バ
テ
ィ
会
津
」。

夢
と
希
望
を
乗
せ
た
一
番
列

車
が
会
津
田
島
駅
に
到
着
。

広
報
№
134（
平
成
29
年
５
月
号
）

●
開
庁
式

　

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
業
務
が
ス
タ
ー
ト

し
た
新
庁
舎
。
町
の
歴
史
に

新
た
な
１
㌻
が
加
わ
る
。

広
報
№
137（
平
成
29
年
８
月
号
）

●
落
成
式

　

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
拠

点
と
な
る
新
庁
舎
の
落
成

式
。
施
行
業
者
11
社
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
そ
ば
や

地
酒
が
振
舞
わ
れ
、
多
数
の

来
賓
と
と
も
に
落
成
を
祝
う
。

広
報
№
138（
平
成
29
年
９
月
号
）

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ

に
位
置
付
け
る
レ
ス
リ
ン

グ
。
東
京
五
輪
に
向
け
た
事

前
合
宿
の
誘
致
に
関
連
し
、

グ
ラ
ン
ト
・
ポ
ゴ
シ
ャ
ン
大

使
が
町
内
を
視
察
。

 

広
報
№
144（
平
成
30
年
３
月
号
）

　

合
併
に
よ
り
、
広
大
な
面

積
に
点
在
す
る
１
上
水
道
17

簡
易
水
道
の
、
多
様
な
施
設

の
監
視
・
管
理
を
IoT
技
術｢

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム｣

を
用

い
て
効
率
化
し
、
管
理
水
準

も
向
上
。

　

経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
に
加

え
、
24
時
間
体
制
の
管
理
や

機
器
異
常
の
早
期
発
見
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

情
報
共
有
や
非
常
時
の
動
員

な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を

有
す
る
。

　

職
員
が
少
な
い
小
規
模
水

道
事
業
体
は
も
ち
ろ
ん
、
同

様
の
地
理
条
件
に
あ
る
水
道

事
業
体
に
と
っ
て
参
考
と
な

る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　

全
６
工
区
の
う
ち
、
着
工

済
み
の
４
工
区
（
下
郷
町
）

に
続
く
２
工
区
目
。

　

会
津
地
方
の
縦
軸
の
形
成

で
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地

域
間
連
携
な
ど
、
沿
線
地
域

の
発
展
が
期
待
。

 

広
報
№
154（
平
成
31
年
１
月
号
）

　

区
民
の
悲
願
が
形
に
―
。

平
成
27
年
５
月
に
本
線
の
工

事
を
要
望
し
て
以
降
、
関
係

者
と
事
業
検
討
会
を
開
催
し

な
が
ら
合
意
形
成
に
取
り
組

む
。

　

祝
賀
会
で
は
、
施
行
業
者

や
土
地
協
力
者
の
方
々
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

 
広
報
№
154（
平
成
31
年
１
月
号
）

　

合
併
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
は
初
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
蔵
元
に
感
謝
。

広
報
№
148（
平
成
30
年
６
月
号
）

　

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、

国
道
３
５
２
号
沿
い
に
新

設
。雄
大
な
山
々
に
囲
ま
れ
、

四
季
折
々
に
移
り
行
く
景
色

を
眺
め
な
が
ら
浸
か
る
温
泉

は
格
別
。

 

広
報
№
146（
平
成
30
年
５
月
号
）

　

全
国
に
約
２
千
あ
る
消
防

団
の
中
か
ら
、
活
動
が
優
秀

な
10
団
の
み
に
授
与
さ
れ
る

最
高
の
栄
誉
「
ま
と
い
」。

　

県
内
で
は
９
団
目
、
会
津

地
方
で
は
初
の
受
賞
。

 

広
報
№
145（
平
成
30
年
４
月
号
）

　

前
線
を
伴
っ
た
低
気
圧
の

発
達
に
よ
り
、
１
月
26
日
午

後
４
時
現
在
、
南
郷
地
域
で

１
８
３
㌢
の
積
雪
深
を
記

録
。
町
は
同
日
午
後
４
時
30

分
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

し
、
町
民
生
活
へ
の
影
響
を

防
ぐ
た
め
の
対
策
を
取
る
。

広
報
№
143（
平
成
30
年
２
月
号
）

　

未
来
に
つ
な
ぐ
、
ま
ち
づ

く
り
―
。
会
津
山
村
道
場
で

２
８
９
人
が
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

苗
木
を
植
栽
。
さ
ら
に
、
次

回
以
降
の
植
樹
や
苗
木
の
管

理
に
役
立
て
る
た
め
の
「
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
基
金
」
を
創
設
。 

広
報
№
141（
平
成
29
年
12
月
号
）
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目次 Contents
２０１９年４月号

今月の表紙
時間を計る砂時計は

天地を反すと再び新しい時間を計ります
平成最後の広報紙

積み重なる砂とともに
町の〝平成〟を振り返ります

02 町の出来事を振り返る
～駆け抜けた〝平成〟～

10 平成３１年度 町政施政方針（要旨）
14 平成３１年度 当初予算概要
16 役場の動き 町職員定期人事異動
18 教育委員会表彰式
20 県立高校（田島・南会津）の統合計画
23 役場からのお知らせ（６件）

長期間通行止めのお知らせ/地域活
力創生事業/狂犬病予防接種/ふるさ
と納税（応援寄附金）ありがとうご
ざいます/森林に関する新制度/人権
擁護委員が代わりました/町のがん
ばる企業紹介シリーズ１３「㈱エヌ・
シー・ロード」

27 連載コラム「相続登記」第６回
28 まちの話題（４件）

松平直臣さんが寄付金を贈呈/町民ス
キー大会/チビッ子レスラーが活躍/
馬場俊吉さんが県国保連合会表彰を
受賞

29 住民基本台帳の閲覧状況
30 交流広場（１件）

チャレンジデー
31 すまいるだより vol １２/ ４月の納

税こよみ
32 くらしの情報

お知らせ・募集（２件）
第８回湯ノ花温泉「裁ち蕎麦まつり」

33 御蔵入交流館催し物のご案内 /町消
防団春季検閲式 /大宅町長の公務百
景

34 健康通信（７件）
始まります総合健診 / むし歯「ゼロ」
のお友だち / ゴールデンウィーク期
間中の医療機関の診療状況 / 乳幼児
健診・相談カレンダー / ４・５月の
日曜当番医 / 健康太極拳教室 / 心の
健康相談

38 図書館へ行こう！
39 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

40 高齢者叙勲 / 町議会議員一般選挙が
執行されます

　

町
長
に
就
任
し
て
以
来
、
本
年
度
で
10
年

目
を
迎
え
ま
す
。皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
町
政
を
進
展
で
き
ま

し
た
こ
と
を
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
の
政
治
信
念
で
あ
る
「
公

平
・
公
正
・
誠
実
・
思
い
や
り
」
を
基
本
と

し
、
常
に
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人

一
人
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
困

っ
た
人
に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
行
政
で
あ

り
続
け
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

築
き
上
げ
て
き
た
信
頼
の
上
に
、
国
や
県

と
の
連
携
を
深
め
、
自
然
豊
か
な
郷
土
を
後

世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、「
み
ん
な
の
力
は
地

域
の
力
、
み
ん
な
で
創
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
手

を
携
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
将
来
を
見
据
え

た
夢
と
希
望
の
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
会
津
縦
貫
南
道
路
５
工
区

の
起
工
式
に
よ
り
、
南
会
津
地
方
の
悲
願
で

は

じ

め

に
あ
る
下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス
の
整
備
が
着
実
に

進
展
し
ま
す
。
ま
た
、
町
と
栃
木
県
と
結
ぶ

栃
木
西
部
・
会
津
南
道
路
で
も
、
栃
木
県
側

で
バ
イ
パ
ス
化
に
向
け
た
各
種
調
査
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

福
島
県
西
部
を
縦
貫
す
る
基
幹
道
路
の
進

展
は
、
町
の
産
業
振
興
と
地
域
づ
く
り
に
大

き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
救
急
医
療
機
関

へ
の
搬
送
時
間
の
大
幅
な
短
縮
で
救
命
率
も

向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
開
通
に
向
け

て
、さ
ら
な
る
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、町
の
高
齢
化
率
は
40
％
を
超
え
、

少
子
高
齢
化
と
人
口
の
減
少
で
支
え
る
側
の

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、
働
き
手
の
不
足

が
一
層
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

町
を
取
り
ま
く
潮
流
に
的
確
に
対
処
し
、

山
積
す
る
行
政
課
題
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
み
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
手

を
携
え
、
未
来
に
つ
な
が
る
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
に
ま
い
進
し
ま
す
。

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

　

町
の
財
政
指
標
は
、
平
成
29
年
度
の
決
算

で
は
お
お
む
ね
良
好
な
状
態
で
し
た
が
、
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
を

含
め
た
経
常
経
費
の
増
加
で
、
経
常
収
支
比

率
が
89
・
７
％
に
上
昇
し
、
財
政
状
況
の
硬

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

【
自
然
環
境
の
保
全
】

　

国
指
定
天
然
記
念
物
「
駒
止
湿
原
」
の
湿

原
植
物
を
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
か
ら
守
る
た

め
の
防
護
柵
の
設
置
や
、尾
瀬
国
立
公
園「
田

代
山
」
の
斜
面
復
旧
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
継
続
し
た
河
川
の
監
視
調
査
や
下
水
管

の
埋
設
工
事
で
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に

努
め
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

【
水
道
水
の
安
定
供
給
】

　

南
郷
・
中
部
地
区
の
漏
水
事
故
防
止
に
取

り
組
む
ほ
か
、
渇
水
期
で
も
安
定
し
た
水
道

水
を
供
給
す
る
た
め
、
田
島
第
１
水
源
地
の

改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
調
和

し
た
生
活
空
間
の
創
造

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
】

　

南
会
津
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
き
、
平
成
31
年
度
に
着
工
す
る
「
さ

ゆ
り
荘
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
公
共
施
設
の

建
設
計
画
へ
の
設
備
導
入
に
努
め
ま
す
。

【
道
路
網
の
整
備
】

　

本
庁
舎
か
ら
会
津
田
島
駅
ま
で
の
上
中

町
・
後
原
線
の
整
備
に
着
手
す
る
ほ
か
、
大

新
田
１
号
線
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
基
盤
道

路
や
橋
梁
の
改
築
・
修
繕
工
事
、
橋
梁
の
長

寿
命
化
点
検
で
、
安
全
で
安
心
な
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
構
築
し
ま
す
。

【
基
幹
道
路
の
整
備
】

　

国
道
１
２
１
号
下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス
会
津

縦
貫
南
道
路
５
工
区
、
栃
木
西
部
・
会
津
南

道
路
の
整
備
、
国
道
２
８
９
号
田
島
バ
イ
パ

ス
の
延
伸
、
国
道
２
８
９
号
鎌
倉
崎
工
区
の

道
路
拡
幅
改
良
な
ど
が
着
実
に
進
ん
で
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
社
会
資
本
整
備
に
対
応
し

た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
除
雪
事
業
】

　

老
朽
化
し
た
除
雪
機
械
を
計
画
的
に
更
新

し
、
生
活
道
路
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
日
々
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
生
活
環
境
を
整
え
る
た
め
、
行
政
と
地
域

が
一
体
化
し
た
支
援
体
制
を
継
続
し
ま
す
。

【
空
き
家
対
策
】

　

前
回
の
調
査
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
将
来
の
住
宅
関
連
事
業
を
検
討
す
る
た

め
、町
内
全
域
の
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

【
雇
用
対
策
】

　

南
会
津
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
が
２
倍
を

超
え
、働
き
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

新
卒
者
の
み
な
ら
ず
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を

含
め
た
一
般
求
職
者
を
確
保
す
る
た
め
の

「
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
、
働
き
手
不
足

の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
い
状
況
か
ら
、
企
業
の
設
備
投
資
や
人
材

育
成
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
、
雇
用
の
安

定
に
努
め
ま
す
。

【
農
林
業
分
野
】

①
新
規
就
農
者
の
確
保

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
を

解
消
す
る
た
め
、
国
や
県
の
支
援
制
度
と
町

独
自
の
施
策
で
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に
取

り
組
み
ま
す
。

②
農
業
所
得
の
向
上

　

町
重
点
振
興
作
物
（
南
郷
ト
マ
ト
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
花
卉
類
）
の
産
地
拡
大
や
ブ
ラ

ン
ド
化
で
、
農
家
経
営
の
安
定
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

③
稲
作
体
制
の
確
立

　

ほ
場
整
備
や
農
地
集
積
と
併
せ
て
、
担
い

手
に
位
置
付
け
る
大
規
模
農
家
の
育
成
や
、

地
域
農
業
を
支
え
る
農
業
法
人
と
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

④
福
島
大
学
と
の
交
流

　

福
島
大
学
食
農
学
類
の
活
動
拠
点
の
一
つ

就
労
対
策
・
企
業
支
援
と
戦
略
的
な

取
り
組
み
に
よ
る
町
民
所
得
の
向
上

　

歳
入
の
根
幹
を
、
地
方
交
付
税
や
合
併
特

例
債
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
状
況

の
中
、
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
終
了
に

よ
る
減
額
に
伴
い
、
現
在
実
施
し
て
い
る
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
確
保
が
、
一
層
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
が
安
心
し
て
働
き
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
や
、少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
へ
の
対
応
な
ど
、
山
積
す
る
地
域

課
題
に
は
、
事
務
事
業
を
検
証
し
な
が
ら
果

断
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　

本
年
度
の
町
政
運
営
は
、「
未
来
を
見
据

え
た
地
域
活
力
の
向
上
と
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確
保
し
な
が
ら
、

第
２
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く

４
つ
の
重
点
施
策
を
町
政
運
営
の
柱
に
掲

げ
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
に

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
豊
か
な
発
想
力
と

ス
ピ
ー
ド
感
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

直
化
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
に
は
、
普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
に
よ
る
激
変
緩
和
期
間
が
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
一
層
厳
し
い
財
政
状
況
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
た
財
政
健
全

化
へ
の
意
識
を
全
職
員
が
共
有
し
、
限
ら
れ

た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
産
む
た
め
に
も
、

創
意
・
工
夫
に
よ
る
事
務
事
業
の
構
築
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年
度
の
予
算

編
成
で
は
、
徹
底
し
た
経
費
の
見
直
し
と
４

つ
の
重
点
施
策
を
中
心
に
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
事
業
を
抽
出
し
て
予
算
を
配
分
し
ま

し
た
。

平成３１年度 町政施政方針（要旨） 平成３１年度 町政施政方針（要旨）

町民の皆さまとともに手を携え
未来につながる新たなまちづくりに

まい進します

施政方針を述べる大宅町長（平成３１年第１回議会定例会＝３月８日）、後方は五十嵐議長

平成３１年度の町政運営は
「未来を見据えた地域活力の向上と

持続可能なまちづくりを目指して」をテーマに
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に
本
町
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機

に
、
大
学
生
と
の
交
流
や
田
島
高
等
学
校
の

農
林
業
施
設
な
ど
の
利
活
用
を
目
指
し
、
町

の
特
色
を
生
か
し
た
実
践
的
か
つ
総
合
的
な

地
域
農
林
業
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
農
業
基
盤
整
備

　

荒
海
地
区
と
鴇
巣
地
区
の
ほ
場
整
備
に
向

け
た
調
査
に
よ
る
、
地
域
全
体
の
農
業
生
産

基
盤
整
備
と
、災
害
復
旧
中
の
農
作
業
道
の
、

効
果
的
か
つ
円
滑
な
整
備
に
努
め
ま
す
。

⑥
有
害
鳥
獣
対
策

　

生
態
や
生
息
状
況
を
把
握
し
て
情
報
を
共

有
し
、被
害
対
策
へ
の
支
援
や
個
体
数
調
整
、

捕
獲
組
織
の
強
化
に
努
め
る
ほ
か
、
里
山
林

整
備
や
電
気
柵
な
ど
の
被
害
防
止
対
策
の
支

援
を
継
続
し
ま
す
。

⑦
林
業
対
策

　

私
有
林
の
積
極
的
な
整
備
を
目
的
と
し
た

新
法
「
森
林
経
営
管
理
法
」
に
基
づ
き
、
森

林
所
有
者
と
林
業
経
営
体
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
林
業
成
長
産
業

化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
で
、
林
業
活
性
化

に
向
け
た
人
材
育
成
、
林
業
経
営
の
効
率
化

と
森
林
管
理
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑧
森
林
資
源
の
有
効
活
用

　

町
の
宣
言
「
移
り
行
く
四
季
、
人
と
自
然

を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
達
成
す

る
た
め
、
本
町
な
ら
で
は
の
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

１
万
本
の
里
づ
く
り
事
業
」
で
豊
か
な
自
然

を
生
か
し
た
景
観
形
成
を
目
指
す
ほ
か
、
森

林
環
境
税
を
活
用
し
た
新
た
な
木
材
の
利
用

と
、森
林
環
境
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ま
す
。

【
商
工
業
の
振
興
】

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
へ
の
支
援
を
継

続
し
、
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
と
町
内
の

賑
わ
い
づ
く
り
へ
の
対
策
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
を
継
続
し
、
新
規

創
業
を
支
援
し
ま
す
。

【
観
光
誘
客
対
策
】

①
二
次
交
通
対
策

　

南
会
津
魅
力
発
信
創
出
事
業
や
南
会
津
ぶ

ら
り
旅
二
次
交
通
対
策
事
業
で
、
リ
バ
テ
ィ

会
津
を
利
用
し
た
新
た
な
顧
客
層
の
増
加
と

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
観
光
・
宿
泊
事
業
の
活
性
化

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
て
、
合
宿
誘

致
の
強
化
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
ほ

か
、
郡
内
町
村
と
連
携
し
た
南
会
津
観
光
Ｐ

Ｒ
事
業
や
教
育
旅
行
受
入
事
業
な
ど
で
、
広

域
観
光
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

③
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
の
統
合

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
観
光
戦
略
を
一

層
推
進
す
る
た
め
、
第
三
セ
ク
タ
ー
３
社
の

統
合
協
議
を
進
め
、
観
光
産
業
に
加
え
、
地

域
住
民
の
福
祉
や
教
育
な
ど
を
総
合
的
に
担

え
る
会
社
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
地
域
医
療
の
確
保
】

　

南
会
津
地
方
の
中
核
医
療
機
関
で
あ
る
県

立
南
会
津
病
院
は
、
本
年
度
よ
り
病
状
が
安

定
し
た
患
者
に
対
し
て
、
在
宅
復
帰
に
向
け

た
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
整
備
さ
ま
す
。
地

域
医
療
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
引

き
続
き
医
師
や
看
護
師
の
確
保
、
医
療
機
能

の
充
実
に
向
け
、
郡
内
各
町
村
と
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
恒
常
的
に
不
足
し
て
い
る
看
護
師

を
確
保
す
る
た
め
の
事
業
を
継
続
し
、
人
材

確
保
に
努
め
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
】

　
「
南
会
津
町
第
４
期
障
が
い
者
計
画
」
に

よ
り
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
が
自
立
し
た
生

活
を
遅
れ
る
よ
う
、
日
中
の
活
動
を
支
援
す

る
場
や
精
神
障
が
い
者
の
社
会
復
帰
、
外
出

時
の
支
援
な
ど
、
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
意
欲
と
能
力
に
応
じ

て
職
業
生
活
を
設
計
・
選
択
で
き
る
支
援
体

制
を
整
備
す
る
ほ
か
、「
ひ
き
こ
も
り
」
に

対
処
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】

　

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
サ
ー

ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
ほ
か
、
認
知
症

の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
向
け
た
体
制
整

誰
も
が
健
や
か
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

備
に
努
め
ま
す
。

【
交
通
弱
者
対
策
】

　

地
域
内
の
公
共
交
通
網
を
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
運
行
形
態
に
整
備
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
公
共
交
通
体
系
を
見
直
し
、
町
全
体

の
公
共
交
通
網
の
あ
り
方
と
交
通
弱
者
の
交

通
手
段
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
子
育
て
環
境
の
充
実
】

　

舘
岩
幼
稚
園
で
１
・
２
歳
児
の
小
規
模
保

育
を
実
施
す
る
ほ
か
、
私
立
幼
稚
園
の
経
営

安
定
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
安
心
し
て
生
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
、
出
生
数
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安
を
相
談
で

き
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
防
犯
・
防
災
体
制
の
充
実
】

　

広
域
消
防
署
新
庁
舎
建
設
の
１
期
工
事
が

完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
消
防
本
部
と
連
携
し

て
よ
り
一
層
の
地
域
防
災
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
南
川
の
最
大
浸
水
想
定
区
域
を

見
直
し
た
結
果
か
ら
、
舘
岩
・
伊
南
・
南
郷

地
域
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
、

災
害
発
生
時
に
即
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
避
難
計
画
の
未
策
定

地
区
の
早
期
解
消
を
支
援
す
る
な
ど
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
人
材
育
成
】

　

教
育
大
綱
の
理
念
を
柱
と
す
る
教
育
に
取

り
組
む
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
促

す
南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
や
、
地
域
づ
く
り

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
人
財
育
成
事
業
を

継
続
し
ま
す
。

【
英
語
が
話
せ
る
人
材
育
成
】

　

小
中
学
校
で
英
語
に
親
し
み
、
高
校
卒
業

ま
で
に
簡
単
な
日
常
英
会
話
が
で
き
る
体
制

を
構
築
し
、
広
い
視
野
で
国
際
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
や
社
会
を
支
え
る
人
材
や
、

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
高
等
学
校
の
在
り
方
】

①
統
廃
合

　

県
教
育
委
員
会
は
、
人
口
減
少
を
見
据
え

た
今
後
の
高
等
学
校
の
在
り
方
を
ま
と
め
た

「
県
立
高
等
学
校
改
革
前
期
実
施
計
画
」で
、

町
内
２
校
（
田
島
・
南
会
津
）
を
統
合
し
、

田
島
高
校
の
校
舎
を
利
用
す
る
計
画
を
公
表

し
ま
し
た
。

　

舘
岩
・
伊
南
・
南
郷
地
域
か
ら
田
島
高
校

へ
の
通
学
は
困
難
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
過

疎
・
中
山
間
地
域
の
学
習
機
会
を
確
保
す
る

た
め
に
、
高
校
教
育
の
存
続
を
強
く
働
き
か

け
ま
す
。

②
県
立
高
等
学
校
の
魅
力
化

　
「
南
会
津
人
を
育
む
」
た
め
に
、
南
会
津

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

掲
げ
た
県
立
高
校
魅
力
化
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
よ
り
英
語
教
育
な
ど

の
魅
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今

後
も
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
運
営

環
境
と
魅
力
化
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
充
実
】

　
「
生
涯
を
通
し
健
康
で
、
目
標
を
も
っ
て

学
び
続
け
る
町
民
の
育
成
」
を
目
標
に
、
命

の
尊
さ
や
、
文
化
・
自
然
を
大
切
に
す
る
心

を
育
む
た
め
の
文
化
講
演
会
の
開
催
、
地
域

と
連
携
し
た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
放
課
後

子
ど
も
教
室
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

「
前
沢
集
落
」の
保
存
対
策
事
業
の
継
続
と
、

防
災
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

【
東
京
五
輪
の
合
宿
誘
致
】

　

ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の

事
前
合
宿
誘
致
の
実
現
で
、
町
内
レ
ス
リ
ン

グ
競
技
の
人
口
増
加
や
全
国
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
、
さ
ら
に
は
町
民
と
の
交
流
を

通
じ
た
地
域
活
性
化
が
期
待
で
き
る
の
で
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
積
極
的
に
誘
致
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
芸
術
文
化
の
振
興
】

　

文
化
ホ
ー
ル
で
質
の
高
い
公
演
事
業
や
町

民
参
加
型
の
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
を
は
じ

め
と
す
る
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

民
俗
芸
能
や
伝
統
文
化
の
保
存
伝
承
に
努
め

ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
集
落
支
援

員
や
集
落
担
当
職
員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
集
落
応
援
交
付
金

事
業
な
ど
と
連
携
し
て
、
町
民
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
人
口
減
少
対
策
】

　

仕
事
の
創
出
や
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活

用
し
た
住
居
の
あ
っ
せ
ん
、
定
住
者
の
住
宅

取
得
に
対
す
る
支
援
、
相
談
体
制
な
ど
の
充

実
で
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
確
保
と
町
外
住

民
が
地
域
に
関
与
す
る
「
関
係
人
口
」
の
増

加
を
目
指
し
す
。

　

さ
ら
に
、
南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
や
帰
郷

支
援
事
業
を
継
続
し
、
郷
土
出
身
の
若
者
が

中
心
の
「
つ
な
が
り
」
づ
く
り
で
、
Ｕ
タ
ー

ン
の
誘
導
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
総
合
振
興
計
画
の
効
果
的
な
実
行
】

　

町
村
合
併
に
よ
る
財
政
措
置
の
縮
減
や
、

限
ら
れ
た
職
員
数
で
町
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
に
、
第
２
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
施
策
の
効
果
的
な

実
施
が
必
要
で
す
。

　

施
策
の
目
的
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
の
妥

当
性
や
有
効
性
を
検
証
し
な
が
ら
、
行
政
評

価
制
度
を
効
果
的
に
運
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
行
す
る
ほ
か
、

町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
と
未
来
を
拓
く
行
政
経
営

２
０
２
１
年
度
に
策
定
を
予
定
す
る
「
第
３

次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
」
に
向
け
た
準

備
を
進
め
ま
す
。

【
町
税
・
各
種
使
用
料
等
の
滞
納
対
策
】

　

庁
内
滞
納
整
理
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、

情
報
共
有
化
と
各
課
の
連
携
で
成
果
が
表
れ

て
い
ま
す
。

　

休
日
納
税
相
談
の
継
続
で
徴
収
や
相
談
体

制
を
強
化
し
、
き
め
細
か
な
対
応
で
未
納
者

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
徴
収
率
向

上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
家
屋
全
棟
調
査
の

継
続
で
公
正
な
賦
課
業
務
に
努
め
ま
す
。

【
公
共
施
設
の
維
持
管
理
】

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、「
個
別
施
設
計
画
」
で
具
体

的
な
方
針
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
世
代
へ
優
良
な
資
産
を
引
き
継
ぐ
た

め
、
施
設
の
質
・
量
の
最
適
化
や
、
安
全
・

安
心
で
持
続
可
能
な
維
持
管
理
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
の
機
会
を
増
や

し
、
よ
り
多
く
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
議
会
、
行
政

の
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
力
の
向
上
に
一
層

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
理
解
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

む

す

び

に

平成３１年度 町政施政方針（要旨） 平成３１年度 町政施政方針（要旨）

目まぐるしく変化する社会情勢に柔軟に対応し、
豊かな発想力とスピード感で、

持続可能なまちづくりに努めます

総合振興計画に基づく４つの重点施策を着実に推進
「働く環境の充実と町民所の得向上」　「福祉と子育て環境の充実」

「地域力の向上」　「未来を拓く行政経営」
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歳 

入

未
来
を
見
据
え
た

　

地
域
活
力
の
向
上
と

　
　

持
続
可
能
な

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

歳 

出
【
目
的
別
】

自主財源
（21.1％）

依存財源
（78.9％）

地方交付税（47.3％）
60億7,000万円

国県支出金（12.2％）
15億5,566万1千円

町債（15.4％）
19億8,030万円 地方譲与税（1.4％）

1億7,430万円
各種交付金（2.6％）
3億5,320万円

町税（12.2％）
15億5,757万2千円

繰入金（5.9％）
7億5,987万2千円

繰越金（0.8％）　1億円

分担金及び負担金（0.4％）
4,790万円
使用料及び手数料（0.7％）
9,204万円
財産収入・寄付金（0.4％）
5,368万8千円

総務費（13.5％）
17億3,848万6千円

民生費（19.0％）
24億4,091万7千円

衛生費（7.5％）
9億6,470万5千円

労働費・商工費（10.2％）
13億523万1千円

農林水産業費（6.9％）
8億8,323万1千円

土木費（10.0％）
12億8,808万7千円

消防費（7.8％）
10億174万1千円

教育費（11.1％）
14億3,081万1千円

公債費（12.6％）
16億1,259万6千円

一般会計歳出【性質別】
区　　　分 当初予算額 構成比

人 件 費 20億5,105万6千円 16.0％
物 件 費 19億9,970万6千円 15.5％
維 持 補 修 費 6億4,135万4千円 5.0％
扶 助 費 8億8,105万9千円 6.9％
補 助 費 等 28億6,138万円 22.3％

一 部 事 務 組 合 15億7,096万2千円 12.2％
そ の 他 12億9,041万8千円 10.1％

普 通 建 設 事 業 費 17億8,469万4千円 13.9％
補 助 事 業 費 4億2,095万1千円 3.3％
単 独 事 業 費 12億9,851万3千円 10.1％
県営事業負担金等 6,523万円 0.5％

災 害 復 旧 事 業 費 790万9千円 0.1％
公 債 費 16億1,259万6千円 12.6％
積 立 金 7,621万3千円 0.6％
貸 付 金 2,002万4千円 0.2％
繰 出 金 8億5,159万3千円 6.5％
予 備 費 4,641万6千円 0.4％

合　計 128億3,400万円 100.0％

議会費・災害復旧費など（1.4％）
1億6,819万5千円 一般会計

１２８億
３,４００万円

諸収入（0.7％）
8,946万7千円

平成３１年度 当初予算概要 平成３１年度　当初予算概要

【会計別当初予算額】
会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　較 前年度比

一 般 会 計 128億3,400万円 125億8,100万円 2億5,300万円 2.0％
特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 17億3,700万円 18億1,300万円 － 7,600万円 － 4.2％
後 期 高 齢 者 医 療 2億2,060万円 2億2,970万円 －910万円 －4.0％
介 護 保 険 21億9,580万円 22億2,780万円 －3,200万円 －1.4％
農 林 業 集 落 排 水 事 業 1億4,310万円 1億4,660万円 － 350万円 － 2.4％
公 共 下 水 道 事 業 3億5,600万円 3億8,300万円 － 2,700万円 － 7.0％

水 道 事 業 10億9,001万7千円 10億6,990万7千円 2,011万円 1.9％
合　　　計 185億7,651万7千円 184億5,100万7千円 1億2,551万円 0.7％

●
地
方
交
付
税
と
は
？

　

町
の
財
政
力
に
応
じ
て
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

　

財
政
力
の
不
均
衡
を
な
く
し
、

ど
の
住
民
に
も
一
定
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
税
と

し
て
集
め
ら
れ
た
税
金
の
う
ち
、

一
定
割
合
の
額
が
地
方
自
治
体
に

再
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

新規事業一覧

【一般会計】

■民生費

・低所得者・子育て世帯応援事業

９９３万２千円

・暁の星幼稚園施設型給付交付金

２, ９９１万８千円

■農林水産業費

・福島大学食農学類連携事業

１００万８千円

・県単調査設計業務（ほ場整備）

２, ９１０万円

・農地耕作条件改善事業（農道整備）

５, １２０万円

・ヒツジの森里山景観整備事業

２６１万５千円

・町産材消費拡大支援事業

１, ２００万円

・農山漁村地域整備交付金事業

　（法面落石防護）

５, ０２３万円

■土木費

・町営住宅松下団地建替事業基本計画策定

　事業

８２０万円

■教育費

・輝く子どもを育てる事業

８４万７千円

【水道事業会計】

■資本的支出

・田島第２地区配水施設再構築事業

３６３万円

・荒海地区配水施設再構築事業

１, １１０万円

・針生・静川地区水道施設統合事業

５９４万円

・国道２８９号永田橋関連配水管移設事業

３, ７４０万円

平成27年度

60億7,000万円
65億2,700万円

62億1,130万円 60億8,000万円 58億8,600万円

0円

20億円

40億円

60億円

【地方交付税当初予算額の推移】

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
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役場の動き
町職員定期人事異動

役場の動き
町職員定期人事異動

◆ 舘岩総合支所 職員配置表 ◆ 【 舘岩総合支所長兼町民課長兼舘岩保健センター所長　阿久津弘典兼 】
課 課長 課長補佐 係 係長 係　　員

町　民　課 阿久津弘典　 橘　　一明兼

総　務　係
７８－３３２０ 橘　　一明 星　　弘樹　

住　民　係 宇都宮英幸
星　　文夫　 星　加奈子　 ⎛ 住 民 税 務 ⎞

⎝ ７８－３３４５ ⎠

星　美穂子　 橘　　千絵　 ⎛ 健 康 福 祉 ⎞
⎝ ７８－３３２５ ⎠

振　興　課 阿久津正人　 渡辺　健二兼

企画観光係
７８－３３３０ 星　　一伸 湯田　浩史　 室井　夏雄併 舟木　　健　

農林建設係
７８－３３４０ 渡辺　健二 芳賀　昭和　 室井庄一郎　 大山　幸祐　

環境水道係
７８－３３３５ 橘　　　昭 阿久津規夫　

（教育委員会分室）

舘岩給食センター
７８－５０４０ 大山　勝利　

舘岩幼稚園
７８－３４３０

坂田　美和
（教頭心得） 小椋　美香　

◆ 伊南総合支所 職員配置表 ◆ 【 伊南総合支所長兼町民課長兼保健センターすこやか所長　星　正信兼 】
課 課長 課長補佐 係 係長 係　　員

町　民　課 星　　正信　 佐藤　隆士兼

総　務　係
７６－７７１１ 平野　知則 赤塚　健弥　

住　民　係 佐藤　隆士
河原田千恵　 猪股　雅勝　 ⎛ 住 民 税 務 ⎞

⎝ ７６－７７１２ ⎠

大山　里美　 星　佳奈子　 ⎛ 健 康 福 祉 ⎞
⎝ ７６－７７１３ ⎠

伊南保育所
７６－２０３４ 馬場　　勲兼 大竹　順子

（主任保育士） 五十嵐千賀　 馬場　千晴　 横山美沙子　

振　興　課 齋藤　二郎　 河原田庄佐兼

企画観光係
７６－７７１５ 須江　健太 阿久津文稔　

農林建設係
７６－７７１６ 河原田庄佐 馬場　英樹　 河原田宏文　 平野　　誠再

環境水道係
７６－７７１７ 馬場　信行 金谷　信定再

教育委員会分室 菅家　康夫兼

学校教育係
７６－７７１８ 小山　美香 馬場　芳男　

生涯学習係
７６－７７１９ 菅家　康夫 皆川　忠昭　 室井　夏雄　 星　　欣一再

伊南小学校
７６－２２０４ 馬場　富美　

町 職 員 配 置 表（ ４ 月 １ 日 付 け ）

兼＝兼務 併＝併任 再＝再任用 新＝新規採用 ゴシック体＝異動対象（昇格・昇任を含む。） 兼＝兼務 併＝併任 再＝再任用 新＝新規採用 ゴシック体＝異動対象（昇格・昇任を含む。）

◆ 退職職員 ◆　※３月３１日付け
職　名 氏　名 備　考 職　名 氏　名 備　考

総務課参事（南会津地方広域市町村圏組合派遣） 宍戸　英樹 主幹兼課長補佐兼戸籍住民係長 小寺冨士子
南郷総合支所長兼町民課長 馬場　宗一 主幹兼会計室長補佐兼会計係長 齋藤　　英

農林課長 渡部　　徹 主幹兼教育委員会分室長補佐兼生涯学習係長 星　　欣一
環境水道課長 野中　英昭 主任栄養技査 大竹久美子
議会事務局長 馬場　秀成 主任主査 五十嵐宣彦

会計管理者兼会計室長 室井　竜典 主任主査 渡部　英明
学校教育課長 芳賀美恵子 主査 平野　　誠

南郷総合支所振興課長 五十嵐和広 総合歴史民俗文化財保存施設館長 星　不二夫 再任用

◆ 南郷総合支所 職員配置表 ◆ 【 南郷総合支所長兼町民課長　酒井　浩哉兼 】
課 課長 課長補佐 係 係長 係　　員

町　民　課 酒井　浩哉　 齋藤　由美兼

総　務　係
７２－２１１１ 渡部　洋三 五十嵐和樹　

住　民　係 齋藤　由美
五十嵐　光　 平野　真衣　 ⎛ 住 民 税 務 ⎞

⎝ ７２－２２２４ ⎠

渡部　和子　 芳賀美咲加新 ⎛ 健 康 福 祉 ⎞
⎝ ７２－２２２５ ⎠

南郷保育所
７３－２９００ 馬場　　勲　 馬場　牧子

（主任保育士）
酒井　浩行　 渡邉真由美　 星　　美穂　
児山加世子　 小瀧　香理　

振　興　課 平野　芳和　 馬場　　誠兼

企画観光係
７２－２９００ 大桃　　悟 五十嵐正喜　 五十嵐太介　

農林建設係
７２－２１１３ 斎藤　　清 平野　正教　 平野　宗則　 星　　太樹　

五十嵐和広再

環境水道係
７２－２１１４ 馬場　　誠 山内　昭弘　

（教育委員会分室） 南郷小学校
７２－２４０４ 菊地　実佐　

◆ 本庁 職員配置表 ◆ 【 町長　大宅　宗吉 】　　【 副町長　渡部　正義 】　　【 教育長　星　英雄 】
課 課長 課長補佐 係 係長 係　　員

総　務　課
６２－６１００ 渡部　浩治　 目黒　智夫兼

秘　書　係 大桃　　仁再

総　務　係 芳賀　隆徳　 塩生　敬洋　 佐藤　亜衣　 酒井　来武　
山本日向子新 馬場　宗一再

財　政　係 長谷川祐樹　 藤澤　昇太　 星　　拓哉　 大山　直人　
管　財　係 目黒　智夫　 阿部　勝彦　 室井　成美　 山根　　博再

総合政策課
６２－６２１０ 小寺　俊和　 星　　良栄兼

企画政策係 阿久津政臣　 渡部　高志　 渡部　陽子新

地域振興係 星　　良栄　 大塚　敏浩　 菅家　裕貴　
広報情報係 長沼　正憲　 舟木　浩隆　 藤澤奈々恵　 渡部　　健　

税　務　課
６２－６１１０ 馬場　純也　 室井　辰也兼

固定資産税係 近藤　　厚　 星　　　彰　 菊地　正彦　 湯田　貴人　
町　税　係 大竹　正一　 小椋　恵司　 酒井　　響　 渡部　美江新

収　税　係 室井　辰也　 齋藤　大也　 楠　　真衣　 酒井　裕基　

住民生活課
６２－６１２０ 居倉　雅彦　 鈴木　秀和兼

戸籍住民係 中島　　良　 渡辺　優南　 小寺冨士子再

国保年金係 鈴木　秀和　 佐藤　弘和　 阿久津夏菜　 五十嵐颯也　
消防交通係 相原　寛之　 星　良太郎　 湯田　雅也　

健康福祉課
６２－６１７０ 阿久津勝英　 星　　博文兼

社会福祉係 星　　博文　 渡部　竹美　 渡部　聖子　 加藤　勝裕　
児山　初音新

子育て支援係 馬場　和伸　 廣野　由美　 佐藤　　円　
介護保険係 湯田　賢史　 木村真理子　 馬場　美樹　 馬場　貴大　

健康増進係 丸山　英司　 寺岡美紀子　 五十嵐加奈子　 小寺　理奈　
土橋　一馬　 馬場　匡平　

田部原保育所
６２－３９９６ 星　　恵一　 平野　理砂　

（主任保育士）　
芳賀　香織　 佐藤　若奈　 渡部優希子　
星　　純子　

農　林　課
６２－６２２０ 室井　利和　 星　　克之兼

農　政　係 藤沢　一彰　 星　　千恵　 大竹　喜成　 塩生　和也　
猪股　一友　

林　政　係 星　　克之　 室井　隆宏　 千本木洋介新 赤松　了太　
国土調査係 湯田　紳介　 樋口　哲也　
農林土木係 菊地　孝幸　 大橋　真人　

林業成長産業化
推進室

松山　知恵　
（林野庁派遣）　 林業振興係 渡部　和臣　 湯田　昌伸　 長沼　　豊再

商工観光課
６２－６２００ 羽染　正巳　 渡部　秀介兼

商工振興係 近藤　美和　 高倉　駿平　
観光交流係 渡部　秀介　 津吹　雅之　 君島　卓馬　
雇用対策係 小勝　秀勝　 長沼　芳人新

建　設　課
６２－６２３０ 月田　　啓　 星　　徹也兼

管　理　係 大竹　政範　 栗橋　三枝　 渡邉　哲大　
土　木　係 星　　徹也　 湯田　高史　 渡部　一基　 川井　　匠　
都市計画係 塩生　光章　 平野　哲也　
建築営繕係 星　　宏明　 児山　夏美　 野中　英昭再

営 繕 担 当 白川　秀一　

環境水道課
６２－６１４０ 渡部　敏明　 野中　昭一兼

業　務　係 齋藤　　成　 樋口　和夫　 山内　大和　 星　　弥生新

水　道　係 星　　善介　 荒井　大樹　 児山　裕巨　
下 水 道 係 野中　昭一　 平野　貴司　 山越　貴幸　
環境衛生係 林　　明宏　 目黒　　拓　 室井　一仁　

会　計　室
６２－６１５０ 渡部さつき　 室井　竜典 会　計　係 室井　竜典　 羽染さおり　 山口　真央　

農業委員会
６２－６３２０ 五十嵐小一郎　 八木沢誠二兼 農地管理振興係 八木沢誠二　 馬場　隆一　

議会事務局
６２－６３１０ 鈴木　雄蔵　 星　　貴夫兼 議　事　係 星　　貴夫　 渡部　浩一　

学校教育課
６２－６３００

【課長】
渡部　浩明　

【主幹】
大内　進矢　

（県教育委員会派遣）　

山内　秀剛兼

学　校　係 山内　秀剛　 星　　　光　 星　　有紀　 梅宮　　爽新

田島小学校
６２－００４２ 堀　　貴代　

荒海小学校
６６－２１０９ 児山　和代　

田島中学校
６２－１２８３ 星　千代江　

生涯学習課
６２－６３１１

（御蔵入交流館）
遠藤　知樹　 廣野友一郎兼

生涯学習係
⎛ 中央公民館 ⎞
⎝ ６２－５５１１ ⎠

廣野友一郎　 渡部　　茜　 星　　郁乃　 榊原　貴彦併

芸術文化係 猪股　　淳　 梅宮　朋伯併 星　　貴晴併

文 化 財 係 近藤　功一　 渡部　健一　
図　書　館
６２－５５２２ 星　　英和　 梅宮　朋伯　 星　　貴晴　 榊原　貴彦　

奥会津博物館
６６－３０７７ 渡部　　徹再 渡部　陣一　 渡邊　貴恵　

兼再

◆ 派遣職員 ◆　※４月１日付け
派　遣　先 氏　名 備　考 派　遣　先 氏　名 備　考

（福）南会津町社会福祉協議会
（びわのかげ保育所）

室井　恵美 継続 林　　野　　庁 楠　　祐馬 新規
玉川　佳子 新規 福　　島　　県 渡部　絵美 新規

※各総合支所町民課の住民税務係と健康福祉係を統合し、新たに「住民係」を設置
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３
月
９
日
に
御
蔵
入
交
流
館
で
行
わ

れ
た
平
成
30
年
度
の
教
育
委
員
会
表
彰

式
。
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
分
野
で

貢
献
さ
れ
た
１
団
体
１
１
２
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
星
優
妃
さ
ん

（
荒
海
中
３
年
）
が
、「
初
め
て
書
い
た

モ
ラ
ル
エ
ッ
セ
イ
で
最
優
秀
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
知
識
を

増
や
し
、
町
に
貢
献
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

【
功
労
表
彰
（
４
人
）】

▼
穴
澤
信し
ん
い
ち一
（
田
島
第
二
小
学
校
父
母

と
教
師
の
会
会
長
）
会
長
と
し
て
４
年

間
、
学
校
教
育
へ
協
力
と
会
の
発
展
に

寄
与

▼
故
・
大
竹
良よ
し
ゆ
き幸
（
学
校
薬
剤
師
）
昭

和
41
年
４
月
１
日
に
南
郷
第
一
・
第
二

小
学
校
、
大
宮
中
学
校
の
学
校
薬
剤
師

に
就
任
。
以
来
、
昭
和
53
年
４
月
１
日

に
南
郷
中
学
校
、
平
成
24
年
４
月
１
日

に
南
郷
小
学
校
、
平
成
25
年
４
月
１
日

に
南
会
津
中
学
校
の
学
校
薬
剤
師
を
歴

任
さ
れ
、
52
年
の
永
き
に
わ
た
り
学
校

保
健
の
安
全
に
尽
力

▼
平
野
昭あ
き
の
ぶ伸
（
南
郷
村
体
育
指
導
委

員
・
町
体
育
指
導
委
員
・
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
）
平
成
14
年
か
ら
約
16
年
に

わ
た
り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発

展
に
貢
献

▼
星
好よ
し
お郎
（
田
島
書
道
協
会
会
長
・
町

文
化
協
会
会
長
）
書
道
協
会
の
理
事
に

就
任
。
以
来
、
書
活
動
の
献
身
的
役
職

を
担
い
、
町
や
県
書
道
会
の
指
導
者
と

し
て
活
躍
。
現
在
は
、
後
進
の
育
成
に

貢
献

【
功
績
表
彰
（
２
人
）】

▼
阿
久
津
仁じ
ん
い
ち一
（
舘
岩
小
学
校
父
母
と

教
師
の
会
会
長
）会
長
と
し
て
２
年
間
、

学
校
教
育
へ
協
力
と
会
の
発
展
に
寄
与

▼
向
後
隼
じ
ゅ
ん
ぺ
い
平
（
町
体
育
指
導
委
員
・
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）
平
成
20
年
か
ら

10
年
間
に
わ
た
り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
発
展
に
貢
献

【
奨
励
賞
（
１
団
体
１
０
６
人
）】

●
ス
ポ
ー
ツ
（
個
人
）

▼
星
遼り
ょ
う
が河
（
田
島
中
３
年
＝
第
55
回
東

北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
男
子
ス
ラ
ロ
ー

ム
・
第
３
位
）
▼
長
谷
川
亜あ
も
う孟
（
田
島

小
２
年
＝
第
76
回
全
日
本
空
手
道
連
盟

和
道
会
東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
小
学

１
・
２
年
生
男
子
形
個
人
・
第
１
位
）

▼
渡
部
優ゆ
う
ひ飛

（
田
島
小
６
年
＝
第
７
回

和
道
会
北
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
小

学
５
・
６
年
生
男
子
有
段
者
形
・
第
１

位
）
▼
湯
田
浩こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
57
歳
＝
第
５
回

東
北
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
空
手
道
選

手
権
大
会
２
部
男
子
形
・
第
１
位
）
▼

星
有ゆ
う
人と

（
18
歳
＝
第
45
回
東
北
総
合
体

育
大
会
空
手
道
成
年
組
手
中
量
級
・
第

２
位
）
▼
湯
田
姫ひ
め
る琉
（
田
島
小
４
年
＝

第
12
回
全
国
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

大
会
小
学
３
年
生
女
子
の
部
・
第
１
位
）

▼
湯
田
鈴り
ん
（
田
島
小
４
年
＝
第
35
回
全

国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

女
子
の
部
４
年
生
36
㎏
級
・
第
３
位
）

▼
阿
久
津
こ
は
る
（
荒
海
小
４
年
＝
平

成
30
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ

プ
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
小
学
生

３
・
４
年
の
部
24
㎏
級
・
第
３
位
）
▼

田
部
誠ま
こ
と人
（
荒
海
小
３
年
＝
第
35
回
北

日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
小
学
生
３
・
４
年
の
部
男
子
24
㎏
級
・

第
３
位
）
▼
山
内
悠ゆ
う
せ
い晟
（
荒
海
小
２
年

＝
第
35
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
小
学
生
１
・
２
年
の
部

22
㎏
級
・
第
１
位
）
▼
渡
部
葵
あ
お
い（
田
島

小
５
年
＝
第
35
回
北
日
本
少
年
少
女
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
小
学
生
５
・
６

年
の
部
女
子
36
㎏
級
・
第
２
位
）
▼
渡

部
愛あ
い
り理
（
田
島
小
４
年
＝
第
35
回
北
日

本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

小
学
生
３
・
４
年
の
部
女
子
30
㎏
級
・

第
３
位
）
▼
一
野
谷
優ゆ

ま麻
（
田
島
小
４

年
＝
第
35
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
小
学
生
３
・
４
年
の

部
女
子
30
㎏
級
・
第
２
位
）
▼
矢
口
絢
し
ゅ
ん

士じ

（
田
島
小
５
年
＝
第
35
回
北
日
本
少

年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
小
学

生
５
・
６
年
の
部
男
子
26
㎏
級
・
第
３

位
）
▼
五
十
嵐
開か
い
（
荒
海
中
３
年
＝
第

45
回
東
北
総
合
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ

競
技
少
年
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
55
㎏
級
・

第
２
位
）
▼
湯
田
健け
ん
し
ん心
（
田
島
小
４
年

＝
第
12
回
全
国
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

ー
大
会
小
学
１
～
３
年
生
の
部
大
回

転
・
第
１
位
）
▼
湯
田
心こ
こ
み
ち道
（
田
島
小

５
年
＝
第
71
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
小
学
５
年
生
男
子
大
回

転
・
第
１
位
）
▼
中
丸
雄ゆ
う
や哉

（
南
会
津

高
３
年
＝
第
30
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

ス
キ
ー
大
会
男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転
・

第
３
位
）
▼
星
啓ひ
ろ
と人

（
田
島
高
３
年
＝

第
71
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
少
年
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ

イ
ル
80
㎏
級
・
第
１
位
）
▼
阿
久
津
流
り
ゅ
う

（
田
島
高
１
年
＝
第
45
回
東
北
総
合
体

育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
少
年
グ
レ
コ

ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
51
㎏
級
・
第
３
位
）

▼
湯
田
知ち
ひ
ろ宙

（
猪
苗
代
高
１
年
＝
第
64

回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
男
子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
・

第
１
位
）
▼
仲
川
結ゆ
い
と登

（
荒
海
中
２
年

＝
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
２
０
１
８
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
Ｕ
20
メ
ン
部
門
日
本
代

表
・
第
12
位
）
▼
湯
田
結ゆ

な那
（
帝
京
安

積
高
１
年
＝
２
０
１
８
カ
ナ
ダ
カ
ッ
プ

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
ゴ
ー
ル
ド
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
Ｇ
Ｅ
Ｍ
２
（
Ｕ
16
）

日
本
代
表
・
第
１
位
）
▼
福
田
愛め

い生
（
帝

京
安
積
高
２
年
＝
平
成
30
年
度
福
島
県

高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
女
子
・
第
１
位
）
▼
吉
田
正ま
さ
子こ

（
69
歳
＝
第
30
回
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

女
子
Ａ
グ
ル
ー
プ
・
第
１
位
）
▼
星
智と
も

大ひ
ろ

（
尚
志
高
３
年
＝
第
31
回
東
北
高
等

学
校
空
手
道
選
抜
大
会
男
子
団
体
形

・
第
２
位
）
▼
佐
野
美み

な奈
（
伊
南
小
６

年
＝
第
53
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ

大
会
小
学
生
女
子
の
部
・
第
１
位
）
▼

星
流り

く

と
空
斗
、星
碧

あ
お
い、馬
場
大だ

い
き輝
、星
航こ

う
た汰
、

杉
本
響
ひ
び
き、高

橋
雄ゆ

う
也や

、大
桃
訓く

ん
た
ろ
う

太
朗
、竹

内
步あ
ゆ
む陸
、舟
木
諒り

ょ
う
た汰
、高
橋
良

り
ょ
う
す
け
亮
、渡
部

凱か
い
と斗

、渡
部
麟り

ん
の
す
け

之
介
、仲
川
翔し

ょ
う
た太

、湯
田

碧あ
お
と仁

、湯
田
嵐あ

ら
し士

、湯
田
玲れ

お央
、山
田

裕ゆ
う
だ
い大

、渡
部
叶か

な
た大

、阿
久
津
志し

ど
う童

、猪
股

鴻こ
う
し
ろ
う

志
郎
（
田
島
中
＝
第
12
回
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｓ
杯
福
島
県
中
学
野
球
大
会
・
第
１

位
）
▼
渡
部
遥は
る
と人
、佐
藤
仁じ

ん
、阿
久
津

貫か
ん
た大

、芳
賀
快か

い
と人

、酒
井
蓮れ

ん
、星
麟り

ん
た
ろ
う

太
朗
、

渡
部
陸り
く
と人

（
南
会
津
中
＝
第
61
回
福
島

県
中
学
校
体
育
大
会
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
リ
レ
ー
・
第
１
位
）
▼
稲
本

笑え
み
こ子

、渡
部
結ゆ

い

ね
衣
羽
、佐
藤
ら
ん
、星

美み

や夜
、猪
股
心み

ゆ結
、小
椋
杏あ

の
ん音

、星
瑛え

ま真
、

湯
田
姫ひ

な凪
、渡
部
遥は

る
ひ陽

、高
倉
和

な
ご
み、黒

森

陽は
る
か香

、黒
森
咲さ

え衣
（
田
島
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
＝
第
71
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
第
２
位
）

●
芸
術
・
文
化
（
個
人
）

▼
湯
田
畊こ
う
ど
う道
（
80
歳
＝
第
39
回
福
島
県

俳
句
賞
・
同
新
人
賞
俳
句
賞
の
部
・
正

賞
）
▼
渡
部
葉は
づ
き月
（
荒
海
中
１
年
＝
第

63
回
福
島
県
た
な
ば
た
展
中
学
１
年
・

た
な
ば
た
大
賞
）
▼
星
優ゆ
う
ひ妃
（
荒
海
中

３
年
＝
平
成
30
年
度
道
徳
教
育
総
合
支

援
事
業
「
モ
ラ
ル
・
エ
ッ
セ
イ
」
コ
ン

テ
ス
ト
中
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞
）
▼

菊
地
遥と

あ絢
（
南
郷
小
１
年
＝
第
63
回
福

島
県
書
き
ぞ
め
展
毛
筆
の
部
・
書
き
ぞ

め
大
賞
）
▼
星
綾あ
や
の乃
（
荒
海
小
６
年
＝

第
63
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
毛
筆
の
部

・
書
き
ぞ
め
大
賞
）
▼
廣
野
智と
も
ひ
と仁
（
荒

海
小
５
年
＝
第
51
回
福
島
県
児
童
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
・
特
選
）
▼
渡
部
英え
い
し志
（
田

島
保
育
園
５
歳
＝
第
42
回
こ
ど
も
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
福
島
支
社
コ
ン
ク
ー
ル
幼

児
５
・
６
歳
部
門
・
最
優
秀
賞
）
▼
大

槻
佳か

愛な

（
田
島
保
育
園
４
歳
＝
第
42
回

こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
福
島
支
社
コ

ン
ク
ー
ル
幼
児
０
～
４
歳
部
門
・
最
優

秀
賞
）
▼
大
野
智ち
ひ
ろ寛

（
田
島
小
１
年
＝

第
64
回
青
少
年
読
書
感
想
文
福
島
県
コ

ン
ク
ー
ル
小
学
校
低
学
年
の
部
・
特
選
）

▼
星
真ま

お緒
（
田
島
小
４
年
＝
第
63
回
福

島
県
た
な
ば
た
展
小
学
４
年
・
た
な
ば

た
大
賞
）
▼
阿
久
津
れ
い
、
星
奏か
な
み実

、

大
橋
真ゆ

い唯
（
会
津
高
＝
第
71
回
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
・
金
賞
）

▼
渡
部
達た
つ
あ
き瑛

、星
美み

や夜
、弓
田
優ゆ

ら来
、橋

本
瑞み
ず
た
ま玲

、寺
島
小さ

ゆ

り
百
合
、平
野
蓮れ

ん
、星
明め

い
、

星
陽よ
う
た太

、星
奏そ

う
、小
椋
遥は

る
と翔

、岩
﨑
蔵く

ら
ま眞

、

勝
俣
陽は
る
と斗
、小
椋
獅し

お
ん恩
、星
侑ゆ

う
ご吾
、渡
部

遥は
る
ひ陽

（
田
島
太
鼓
龍
巳
会
「
鼓
狐
」
太

鼓
祭
in
な
と
り
第
６
回
北
日
本
大
会
組

太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
第
１
位
）
▼
渡

部
龍
り
ゅ
う
だ
い
大
、
渡
部
晃こ

う
だ
い大
、
星

 

和
や
ま
と、
阿
久
津
怜れ

お
ん音
、
佐
藤
駿

し
ゅ
ん、
大
竹

春は
る
か歌
、稲
川
桃も

も
か佳
、湯
田
隼

し
ゅ
ん
ぺ
い平、小
泉

龍り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
、大
竹
楓ふ

う
か歌
、阿
久
津
桜お

う
か花
、弓

田
望み
く
と翔

（
田
島
太
鼓
龍
巳
会
「
白
鼓
」

太
鼓
祭
in
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
第
10
回
日

本
一
決
定
戦
組
太
鼓
一
般
の
部
・
第
３

位
）

●
芸
術
・
文
化
（
団
体
）

▼
荒
海
中
学
校
（
第
63
回
福
島
県
た
な

ば
た
展
・
最
高
学
校
賞
）

教 育 委 員 会 表 彰 式
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県
立
高
校
２
校（
田　

島

南
会
津

）の
統
合
計
画

県
立
高
等
学
校
改
革
で
再
編
の
対
象
校
に

　

県
教
育
委
員
会
は
、「
県
立
高
等
学
校
改
革

前
期
実
施
計
画
（
平
成
31
年
２
月
、
以
下
「
前

期
実
施
計
画
」）」
で
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
５

年
間
で
全
日
制
と
定
時
制
の
25
校
を
13
校
に
再

編
し
、
分
校
２
校
で
募
集
を
停
止
す
る
方
針
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
田
島
・
南
会
津
の
２
校
を

２
０
２
３
年
度
に
統
合
。
各
校
の
普
通
科
２
学

級
を
総
合
学
科
３
学
級
に
再
編
し
、
田
島
高
校

の
校
舎
の
利
用
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
日
制
高
校
の
配
置
（
２
０
２
３
年
度
）

●
進
学
指
導
拠
点
校
（
４
校
）

福
島
、
安
積
、
会
津
、
磐
城

●
進
学
指
導
重
点
校
（
16
校
）

県　

北
橘
、
福
島
西
、
福
島
東

県　

中
安
積
黎
明
、
郡
山
東
、
郡
山
、
須
賀
川
桐
陽

県　

南
白
河
、
白
河
旭

会　

津
葵
、会
津
学
鳳
、喜
多
方
・
喜
多
方
東
統
合
校

い
わ
き
磐
城
桜
が
丘
、
い
わ
き
光
洋

相　

双
相
馬
、
原
町

●
キ
ャ
リ
ア
指
導
推
進
校
（
21
校
）

県　

北
福
島
北
、福
島
南
、梁
川
・
保
原
統
合
校
、安
達
、本
宮

県　

中
あ
さ
か
開
成
、須
賀
川
・
長
沼
統
合
校
、石
川
、田
村
、

船
引
、
小
野

県　

南
光
南

会　

津
大
沼
・
坂
下
統
合
校
、
田
島
・
南
会
津
統
合
校

い
わ
き
い
わ
き
総
合
、
湯
本
・
遠
野
統
合
校
、
勿
来
、
好
間
、

四
倉

相　

双
ふ
た
ば
未
来
学
園
、相
馬
東
・
新
地
統
合
校

●
職
業
教
育
推
進
校
（
21
校
）

県　

北
福
島
商
業
、
福
島
明
成
、
福
島
工
業
、二
本
松
工
業
・

安
達
東
統
合
校

県　

中
郡
山
商
業
、郡
山
北
工
業
、清
陵
情
報
、岩
瀬
農
業

県　

南
白
河
実
業
・
橘
工
業
統
合
校
、
修
明

会　

津
若
松
商
業
、
会
津
工
業
、
喜
多
方
桐
桜
、耶
麻
農
業
・

会
津
農
林
統
合
校

い
わ
き
平
工
業
、
平
商
業
、
小
名
浜
・
い
わ
き
海
星
統
合
校
、

磐
城
農
業
、
勿
来
工
業

相　

双
相
馬
農
業
、
小
高
産
業
技
術

●
地
域
協
働
推
進
校
（
６
校
）

※「
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
県
立
高
等
学
校
の
例
外
的
置
」に
該
当

川
俣
、
湖
南
、
猪
苗
代
、
西
会
津
、
川
口
、
只
見

は

じ

め

に

再
編
の
理
由
と
計
画
の
概
要

　

平
成
30
年
５
月
に
示
さ
れ
た
県
立
高
等
学
校

改
革
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
）
で
は
、

県
内
の
少
子
化
が
深
刻
化
し
、
２
０
１
７
年
か

ら
２
０
２
８
年
ま
で
の
間
に
、
中
学
校
卒
業
者

数
が
約
５
３
０
０
人
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
立
高
校
の
学
級
数
を
約

１
０
０
程
度
削
減
す
る
ほ
か
、
望
ま
し
い
学
校

規
模
を
１
学
年
４
～
６
学
級
と
し
、
３
学
級
以

下
の
学
校
は
、
魅
力
化
を
図
り
な
が
ら
統
合
を

推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
前
期
実
施
計
画
で
は
、
全
日
制

の
88
校
を
74
校
に
、
定
時
制
の
７
校
を
６
校
に

削
減
し
、
田
島
と
南
会
津
の
統
合
校
は
、
地
域

社
会
で
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

た
、「
キ
ャ
リ
ア
指
導
推
進
校
」
と
し
て
再
編

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
全
日
制
の
再
編
状
況
は
左
表
の
通
り

で
す
。
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県立高等学校改革
田島・南会津高校の再編

長期間通行止めのお知らせ
　会津鉄道路線と国道の交差部を拡幅する工事のため、次のとおり道路の一部

が長期間通行止めになります。

　ご不便をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

工　　事　　名：松の下跨道橋新設工事
通行止め箇所：下図参照
通行止め期間：２０１９年５月～２０２１年３月（予定）
　　　　　　　車両・歩行者とも終日通行できません。

県立南会津病院

会津田島駅

役場本庁

← 只見町

会津若松市 →

日
光
市 

→

通行止め箇所
国道１２１号
国道２８９号

通行止め箇所

【問合せ】福島県南会津建設事務所 事業部 道路課　電話０２４１- ６２- ５３２５

役場からのお知らせ
town office information

町
内
製
造
業
な
ど
の
設
備
投
資
を
後
押
し

申
請

受
付

地
域
活
力
創
生
事
業

　

雇
用
の
安
定
確
保
と
産
業
競
争
力
を
高
め
る
た

め
、
町
内
製
造
業
な
ど
の
設
備
投
資
を
支
援
し
ま

す
。

◆
受
付
期
間

　

４
月
15
日
（
月
）
～
５
月
10
日
（
金
）

◆
対
象

①
町
内
で
製
造
業
な
ど
（
製
造
業
・
情
報
通
信
業
）

　

を
営
む
中
小
規
模
企
業
ま
た
は
新
規
創
業
企
業

②
町
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人
（
操

　

業
場
所
が
町
内
で
、
本
社
な
ど
が
町
外
の
場
合

　

を
含
む
。）

③
２
人
以
上
（
新
規
創
業
企
業
は
３
人
以
上
）
の

　

雇
用
者
を
有
す
る
こ
と
。

④
町
商
工
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。

⑤
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

◆
支
援
内
容

企
業
区
分

補
助
率

限
度
額

中
小
企
業

対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

２
０
０
万
円

新
規
創
業

対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

４
０
０
万
円

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
場
合
で
も
、

　

補
助
金
の
累
計
額
が
限
度
額
に
達
す
る
ま
で
は

　

対
象
で
す
。

◆
問
合
せ

　

商
工
観
光
課　

雇
用
対
策
係

　

電
話
０
２
４
１（
６
２
）６
２
０
０

　

統
合
校
へ
の
通
学
距
離
（
下
図
参

照
）
は
、
最
も
遠
い
舘
岩
地
域
木
賊

の
生
徒
で
約
51
㎞
、
バ
ス
通
学
に
な

っ
た
場
合
の
通
学
時
間
は
約
１
時
間

で
す
。

　

通
学
に
か
か
る
費
用
や
時
間
の
増

加
で
、
学
習
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
の
背
景
に
は
、
著
し
い

少
子
化
の
進
行
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
の
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
）

者
数
は
、
平
成
11
年
３
月
の
２
万

８
９
８
８
人
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
30

年
３
月
で
は
１
万
７
６
１
９
人
、

２
０
２
８
年
３
月
に
は
１
万
３
１
４
４

人
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
町
立
中
学
校
の
卒
業
生
の

推
移
は
左
表
の
通
り
で
す
。

　

基
本
計
画
の
策
定
で
地
元
高
校
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
町
は
県
教

育
委
員
会
に
対
し
て
、「
地
域
の
声

や
実
情
を
十
分
に
把
握
し
て
判
断
い

た
だ
き
た
い
」
と
、
機
会
が
あ
る
た

び
に
話
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
過
日
公
表
さ
れ
た
前
期

実
施
計
画
で
は
「
過
疎
・
中
産
間
地

域
の
県
立
高
等
学
校
の
例
外
的
措
置

（
以
下
「
例
外
的
措
置
」）」
に
、田
島
・

南
会
津
の
２
校
は
該
当
せ
ず
、
統
合

に
よ
る
再
編
整
備
に
位
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

べ
く
、
移
住
定
住
対
策
や
子
育
て
支

援
に
力
を
入
れ
て
き
た
町
と
し
て

は
、
政
策
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る

矢
先
の
出
来
事
に
、
大
き
な
戸
惑
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
村
合
併
で
２
つ
の
高
校
が
存
在

し
ま
す
が
、
県
内
他
校
と
比
較
し
て

も
、
地
理
的
、
気
候
的
に
も
不
利
な

環
境
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
の
今
回
の
再
編
整
備
は
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
が
失
わ
れ
る
ば
か

り
か
、
進
学
す
る
た
め
の
経
済
的
負

担
も
よ
り
大
き
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

【町立中学卒業生数の推移（２０１８年１０月現在）】
年度

学校名
2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

田　島 　70 　67 　74 　67 　73 　76 　63 　65 　57 　66 　64

荒　海 　15 　19 　15 　19 　14 　23 　10 　12 　10 　12 　10

舘　岩 　14 　13 　10 　　8 　13 　　6 　　3 　11 　　6 　　2 　　3

南会津 　14 　20 　23 　22 　19 　25 　19 　21 　24 　19 　13

計 113 119 122 116 119 130 　95 109 　97 　99 　90

　

３
月
15
日
の
議
会
最
終
日
、
追

加
議
案
で
「
南
会
津
町
に
お
け
る

県
立
高
等
学
校
２
校
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。（
提
出
者
＝
楠
正
次
文
教
厚

生
委
員
長
）

　

議
会
は
、
こ
れ
を
満
場
一
致
で

採
択
。
19
日
に
五
十
嵐
司
議
長
と

室
井
嘉
吉
副
議
長
が
県
庁
を
訪

れ
、
県
知
事
と
県
教
育
長
に
意
見

書
を
、
県
議
会
議
長
に
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

田
島
・
南
会
津
高
校
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書
を
採
択
＝
町
議
会

　

舘
岩
・
伊
南
・
南
郷
地
域
で
は
、

新
規
就
農
者
な
ど
の
移
住
定
住
者
の

減
少
な
ど
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
以
降
に
、
国
や
町
の
支

援
事
業
を
活
用
し
て
舘
岩
・
伊
南
・

南
郷
地
域
に
就
農
し
て
い
る
方
は
38

人
、
そ
の
内
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
23
人
と

約
６
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
方
か
ら
は
、
高
校
の

存
続
に
対
す
る
心
配
の
声
も
あ
り
、

移
住
定
住
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

南郷地域和泉田
～田島高校

約３８㎞

伊南地域大桃
～田島高校

約４４㎞
舘岩地域木賊
～田島高校

約５１㎞

田島高校
（統合後の使用校舎）

町
立
中
学
校
卒
業
生
の
推
移

統

合

校

へ

の

通

学

地

域

へ

の

影

響

　
「
東
日
本
大
震
災
の
影
響
か
ら
高

等
学
校
改
革
が
進
ま
ず
、
小
規
模
校

が
多
い
状
況
に
あ
る
。
生
徒
ど
う
し

の
切
磋
琢
磨
で
社
会
性
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
必
要
な
、
一
定
の
集
団
規

模
を
確
保
す
る
た
め
の
改
革
」
と
し

つ
つ
も
、
地
域
協
働
推
進
校
（
例
外

的
措
置
）
に
該
当
し
な
い
明
確
な
理

由
が
示
さ
れ
な
い
以
上
、
こ
の
改
革

は
強
引
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
い
か
に

手
を
差
し
伸
べ
る
か
が
政
治
の
基

本
。
福
島
県
と
し
て
、
南
会
津
地
域

の
現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
県
民

の
声
に
耳
を
傾
け
て
県
政
を
進
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
に
密
着
し
、地
域
に
貢
献
し
、

地
域
も
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
き

た
、
田
島
・
南
会
津
の
両
校
。
人
材

育
成
の
最
後
の
砦
と
い
う
べ
き
高
校

教
育
が
、
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
ま
す
。

教
育
の
機
会
が
失
わ
れ
る

高
校
教
育
は
人
材
育
成
最
後
の
砦
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

　

年
に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
接
種
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。

　

狂
犬
病
は
、
麻
痺
や
け
い
れ
ん
、
興
奮
や
攻
撃
な
ど

の
症
状
を
引
き
起
こ
し
、
発
症
す
る
と
犬
だ
け
で
は
な

く
、
噛
ま
れ
た
人
や
哺
乳
動
物
も
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
確

率
で
死
亡
し
て
し
ま
う
、
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

愛
犬
に
愛
情
１
本
！ 

忘
れ
ず
に

狂
犬
病
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

【南郷地域】４月２４日（水）
地　区 場　　　所 時　間

東 東 集 会 所 前 9：00～ 9：05
木 伏 木 伏 転 作 セ ン タ ー 前 9：15～ 9：25
大 橋 大 橋 集 会 所 前 9：30～ 9：40
山 口 南 郷 体 育 館 前 9：50～10：05
鴇 巣 森 秀 一 様 宅 前 10：15～10：25
宮 床 馬 場 貞 司 様 宅 前 10：30～10：40

界 界 公 民 館 前 10：45～10：55
片 貝 片 貝 集 会 所 前 11：05～11：10
下 山 旧南郷第二小学校体育館前 11：20～11：30
谷 地 和泉田農村環境センター前 11：35～11：45
上 平 八ツ橋設備㈱南会津支社前 11：50～12：00

【伊南地域】４月２５日（木）
地　区 場　　　所 時　間

多 々 石 山の学習体験交流センター前 9：00～ 9：05
古 町 上 町 公 民 館 前 9：10～ 9：30
青 柳 青 柳 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 9：35～ 9：50
小 塩 小 塩 集 会 所 前 9：55～10：00
宮 沢 宮 沢 集 会 所 前 10：05～10：15
白 沢 旧 白 沢 公 民 館 跡 10：20～10：25
浜 野 川の学習体験交流センター前 10：30～10：35
内 川 内 川 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 10：40～10：45
耻 風 ス ク ー ル バ ス 待 合 所 前 10：50～10：55
大 原 渡 部 進 様 宅 前 11：00～11：05
小 立 岩 平 野 哲 様 宅 前 11：10～11：15
大 桃 薬 師 堂 前 11：20～11：25

【舘岩地域】４月２６日（金）
地　区 場　　　所 時　間

番 屋 ご み 集 積 所 前 9：00～ 9：05

岩 下
岩 下 交 流 促 進 セ ン タ ー 前 9：10～ 9：15
み ど り や 商 店 前 9：15～ 9：20

精 舎 精 舎 集 会 所 前 9：25～ 9：30
井 桁 秀 直 商 店 前 9：35～ 9：40
会津高原 ペンション大きな栗の木前 9：45～ 9：55
高 杖 原 高 杖 原 集 会 所 前 10：00～10：05
八 総 阿 久 津 政 臣 様 宅 前 10：10～10：15
森 戸 星 定 一 様 宅 前 10：20～10：25
熨 斗 戸
伊 与 戸 盛 清 隆 様 宅 前 10：30～10：35

戸 中 戸 中 集 会 所 前 10：40～10：45

松 戸 原 舘 岩 総 合 支 所 前 10：50～10：55
馬 場 惣 市 様 宅 前 10：55～11：00

福 渡 ㈱ ア グ リ フ ァ ー ム 拓 前 11：05～11：10
塩 ノ 原 塩 ノ 原 集 会 所 前 11：15～11：20
押 戸
吉 高 小 勝 秀 勝 様 宅 前 11：25～11：30

貝 原 貝 原 公 民 館 前 11：35～11：40
湯 ノ 花 湯ノ花温泉交流センター前 11：45～11：50
木 賊 木 賊 交 流 セ ン タ ー 前 12：15～12：20
上 ノ 原 停 留 所 前 12：25～12：30
小 高 林 小 高 林 公 民 館 前 12：35～12：40
穴 原 停 留 所 前 12：50～13：00

【田島地域①】５月８日（水）
地　区 場　　　所 時　間

新 町 ㈲ 東 部 自 動 車 整 備 工 場 前 8：45～ 8：55
中 荒 井 中 荒 井 集 会 セ ン タ ー 前 9：05～ 9：20
川 島 川 島 ふ れ あ い セ ン タ ー 前 9：30～ 9：40
関 本 田島農村環境改善センター前 9：45～10：00
古 今 古 今 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 10：10～10：20
糸 沢 糸 沢 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 10：30～10：35
羽 塩 羽 塩 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 10：40～10：50

滝 原 君 島 正 博 様 宅 前 11：00～11：10
滝 原 チ ェ ー ン 脱 着 所 11：15～11：20

藤 生 上 野 ふ れ あ い セ ン タ ー 前 11：35～11：45
藤 生 集 会 セ ン タ ー 前 11：50～11：55

永 田 永 田 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 13：00～13：20
田 部 田 部 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 13：35～13：55
長 野 長 野 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 14：05～14：20
田部原２ 町 営 住 宅 集 会 所 前 14：30～14：35
田部原１ 田部原コミュニティーセンター前 14：40～15：00
東 町
横 町
本 町

南 会 津 保 健 福 祉 事 務 所 前 15：10～15：35

【田島地域②】５月９日（木）
地　区 場　　　所 時　間

針 生 旧 針 生 小 学 校 前 9：00～ 9：15
黒 沢 旧 静 川 郵 便 局 前 9：25～ 9：30
大 豆 渡 静 川 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 9：35～ 9：40
金 井 沢 金井沢多目的集会センター前 9：45～ 9：50
福 米 沢 桧 沢 公 民 館 前 9：55～10：00
塩 江 塩 江 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 10：05～10：10
高 野 高 野 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 10：20～10：25
松 下 町 営 住 宅 水 防 倉 庫 前 10：40～10：45
西 町 西 町 消 防 屯 所 前 10：50～10：55
大 町 行 司 Ｎ Ｈ Ｋ 中 継 所 前 11：00～11：15
丹 藤 丹 藤 公 民 館 前 11：20～11：25
折 橋 折 橋 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 11：35～11：50
栗 生 沢 栗生沢生活改善センター前 13：00～13：10

小 出 原 山 下 三 和 子 様 宅 前 13：20～13：30津 田 清 様 宅 前
水 無 湯 田 安 市 様 宅 前 13：40～13：50
横 町

（南下原地区） 山 本 敏 廣 様 宅 前 14：00～14：10

後 原 田 島 体 育 館 前 14：20～14：40
上 町
上 中 町
中 町

役 場 本 庁 舎 前 14：45～15：10

　※田島地域の方で上記２日間に接種できない場合は、
　　次の会場で必ず接種してください。

【田島地域（予備日）】５月１２日（日）
地　区 場　　　所 時　間

田 島 役 場 本 庁 舎 前 9：00～ 9：40
荒 海 田島農村環境改善センター前 10：00～10：30
桧 沢 桧 沢 公 民 館 前 10：50～11：10
長 野
栗 生 沢
田 部 原

田部原コミュニティーセンター前 11：25～11：50

狂 犬 病 予 防 接 種 日 程 一 覧 表

　

町
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

の
で
、
愛
犬
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
必
ず
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
犬
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
自
治
体
へ
の
届
出

と
毎
年
の
狂
犬
病
予
防
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【 

問 

合 

せ 

】

環境水道課 環境衛生係
　電話０２４１- ６２- ６１４０
舘岩総合支所 振興課 環境水道係
　電話０２４１- ７８- ３３３５
伊南総合支所 振興課 環境水道係
　電話０２４１- ７６- ７７１７
南郷総合支所 振興課 環境水道係
　電話０２４１- ７２- ２１１４

※上記日程で接種できない場合は、動物病院などで接種してから役場へ届出ましょう。
※田島地域は、担当獣医師の日程を考慮した日程としています。あらかじめご了承ください。

【
実
施
日
】

　

日
程
一
覧
表
の
と
お
り
。（
左
表
参
照
）

【
持
参
す
る
も
の
】

①
手
数
料

区　

分

手 

数 

料

（
１
頭
あ
た
り
）

備　
　

考

登　
録　
済

３
２
０
０
円

【
内
訳
】

注
射
済
票
交
付
手
数
料

　
　
　
　
　

５
５
０
円

予
防
接
種
料
金

　
　
　
　

２
６
５
０
円

新
規
登
録

３
０
０
０
円

犬
を
新
た
に
登
録
す
る

場
合
に
別
途
必
要

②
問
診
票

　

犬
を
登
録
さ
れ
て
い
る
飼
い
主
の
方
に
は
、

別
途
案
内
通
知
と
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
当
日
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

【
お
願
い
】

・
犬
の
体
は
清
潔
に
し
、
安
静
状
態
で
連
れ

　

て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
を
静
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
、

　

必
ず
付
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
獣
医
師
や
町
職
員
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

・
引
き
綱
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
を
使
用
し
、
首

　

輪
の
点
検
も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

・
犬
が
妊
娠
や
病
気
な
ど
の
状
態
の
と
き
は
、

　

必
ず
接
種
前
に
申
し
出
て
獣
医
師
の
指
示

　

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
フ
ン
の
始
末
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
平
成
31
年
３
月
２
日
以
降
に
接
種
し
た
場

　

合
は
、今
回
の
接
種
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
新
し
く
犬
を
飼
育
し
た
、
ま
た
は
犬
を
飼

　

育
し
て
い
な
い
場
合
（
死
亡
・
譲
渡
な
ど
）

　

は
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

２月１６日から３月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計１６件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

住　所 氏　名

東 京 都 文 京 区 斎藤有紀子　様

和歌山県和歌山市 澤井　宥二　様

福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

匿 名 希 望 １３件

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申し込みができるほか、
クレジット決済もできます。詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

【いただいたメッセージ】※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。ご了承ください。

▼町の人口増加と観光の発展を願っています。
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　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　弊社は、福島県内の「ＩｏＴ※」の先駆者として、３次元デジタルＣＡＤ／ＣＡＭの技術を活用した金型製作を主業としています。
　特に自動車のアルミ部品の機関系、制御系、駆動系などに使用されるア
ルミダイカスト※金型は、設計から最終検査までを「３Ｄ 一気通貫金型づ
くり」を基軸とした、コンピュータ（ＣＡＤ／ＣＡＭ）中心で製造してい
ます。
　その中の製造技術で、解析シミュレーション、ミガキレス、非接触３Ｄ
計測技術は、産官学（サポイン）で修得したコダワリの技術です。

役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

人
権
擁
護
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

　

平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
５
期
15

年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
活
動
さ
れ
て
き
た
長
谷
川
次
男
さ

ん
（
上
中
町
）
が
、
平
成
31
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

後
任
に
は
、
同
年
４
月
１
日
付
け

で
川
島
敬
章
さ
ん
（
川
島
）
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
任
期
は
３
年

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
人

権
擁
護
法
に
基
づ
い
て
人
権
相
談
を

受
け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め
た

り
す
る
活
動
を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

町
内
に
は
、
７
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
お
り
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

困
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
福
島
地
方
法
務
局
若
松
支

局
で
は
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

福
島
地
方
法
務
局 

若
松
支
局

電
話
０
２
４
２
（
２
７
）
１
４
９
８

【
町
内
の
人
権
擁
護
委
員
】

地
域
　

氏　

名　
　
（
地　

区
）

田
島

川
島　

敬
章
（
川　
　

島
）

佐
藤　

美
千
（
福　
米　
沢
）

渡
邉
サ
イ
子
（
関　
　

本
）

舘
岩

木
下　

武
司
（
会
津
高
原
）

伊
南

齋
藤　

友
一
（
白　
　

沢
）

南
郷

角
田　
　

厚
（
大　
　

橋
）

近
藤　

甚
悦
（
鴇　
　

巣
）

長
谷
川
次
男
さ
ん
（
上
中
町
）
が
退
任
、

　
　
　
　
　
　
　
後
任
に
川
島
敬
章
さ
ん
（
川
島
）

株式会社
エヌ・シー・ロード
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～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社の主な製造品

「自動車用ワイパーのモーターカバー」
「チェンソーのモーターファン」「自動車
用ハンドル軸」「カメラ部品」

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　「不可能なことは何もない、よりＮＣ
ロードらしく」を信念に、「最新の設備、
最新の技術」でものづくりを進めています。
　このことは海外のお客さまにも認めら
れ、売上の８割は海外輸出です。
　これら全てが我が社のＰＲＩＤＥです。

【会社概要】
◆代表取締役：山口　正人　　◆資本金：５, ５００万円　◆設立：１９８３年（昭和５８年）４月１日　◆採用情報：正社員１名募集中！
◆住所：南会津町滝原字夏井ノ上１１４２　◆ＴＥＬ：０２４１- ６６- ２５８８　◆従業員数：１８人（男１４人・女４人）

次
回
は
「
亡
く
な
っ
た
父
が
建
築
し
た
建
物
の
登
記
が
な
い
場
合
は
、
ど
う
す

る
の
？
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
司
法
書
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

　
　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

】http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/fukushim
a/

第
６
回
「
相
続
し
な
い
っ
て
で
き
る
の
？
」

先
日
、
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
か
な
り
の
借
金
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　

借
金
は
、
相
続
の
対
象
に
な
り
ま

す
か
。
ま
た
、
相
続
し
な
い
こ
と
は

で
き
ま
す
か
。

借
金
も
相
続
の
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
、
放
置
し
て
い
る
と
、

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
し
ま
い
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
に
「
相
続
放
棄
」
を

申
し
出
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
に
関
係
な
く
、
一
切
の
財
産
を

引
き
継
が
な
く
な
る
の
で
、
借
金
が

多
い
と
き
に
は
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
ど
ち

ら
が
多
い
か
微
妙
な
と
き
は
、
清
算

後
に
プ
ラ
ス
の
財
産
が
残
っ
た
と
き

だ
け
相
続
す
る
「
限
定
承
認
」
と
い

う
手
続
き
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
手
続
き
も
、
一
部
で
も

相
続
財
産
を
処
分
し
て
し
ま
っ
た

り
、
自
分
が
相
続
人
に
な
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
か
ら
３
か
月
以
上
が
経
過

す
る
と
、
原
則
と
し
て
手
続
き
が
で

き
な
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

答 問
　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、
長
期
間
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土

地
が
多
く
存
在
し
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が
発
生
し
た
り
空
き
家
問
題
に
な
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
に
関
す
る
疑
問
や
解
決
方
法
な
ど
を
お
伝
え

し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」

【ＩｏＴとは】
　従来、インターネットに接続されて
いなかったさまざまなモノ（センサー
機器、駆動装置、建物、車、電子機器
など）が、ネットワークを通じてサー
バーやクラウドサービスに接続され、
相互に情報交換をする仕組み。

【ダイカストとは】
　金型鋳造法のひとつで、金型に溶融
した金属を圧入することにより、高い
寸法精度の鋳物を短時間に大量に生産
する鋳造方式。
　主にアルミニウム、マグネシウム、
亜鉛などの合金が使用される。

機械設備

会社製品（ミガキレス技術）

森
林
経
営
管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

～
森
林
の
適
切
な
経
営
管
理
を
す
る
た
め
に
～

【
森
林
経
営
管
理
制
度
】

　

大
き
く
、
次
の
４
点
に
取
り
組
み

ま
す
。

①
森
林
所
有
者
に
、
伐
採
、
造
林
、

　

保
育
な
ど
の
森
林
管
理
責
任
を
明

　

確
化

②
森
林
の
経
営
管
理
が
適
切
で
な
い

　

場
合
、
森
林
所
有
者
に
対
し
て
今

　

後
の
経
営
管
理
の
意
向
を
調
査

③
森
林
所
有
者
に
よ
る
経
営
管
理
の

　

継
続
が
難
し
い
場
合
は
、
町
と
相

　

談
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
今
後

　

の
経
営
管
理
計
画
を
策
定
し
、
実

　

行
す
る
た
め
の
権
利
を
町
や
林
業

　

経
営
者
な
ど
に
設
定
（
経
営
管
理

　

を
委
託
）

④
経
営
管
理
を
継
続
す
る
た
め
、
町

　

の
直
接
管
理
、
ま
た
は
林
業
経
営

　

者
に
経
営
を
再
委
託

○
対
象
森
林

・
私
有
林
内
の
人
工
林

×
対
象
外
森
林

・
天
然
林

・
個
人
で
管
理
し
て
い
る
森
林

・
森
林
経
営
計
画
を
策
定
し
て
い
る
森
林

【
林
地
台
帳
制
度
】

　

森
林
の
土
地
所
有
者
や
、
林
地
の

境
界
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
整
備
・

公
表
す
る
制
度
で
す
。

　

台
帳
に
は
次
の
４
項
目
が
記
載
さ

れ
、
問
い
合
わ
せ
先
で
閲
覧
・
交
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
土
地
所
有
者
の
氏
名
（
名
称
）・
住
所

②
土
地
の
所
在
・
地
番
・
地
目
・
面
積

③
土
地
の
境
界
に
関
す
る
測
量
の
実
施
状
況

④
そ
の
他
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項

【
問
合
せ
】

農
林
課　

林
政
係

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
２
０

舘
岩
総
合
支
所 

振
興
課 
農
林
建
設
係

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
４
０

伊
南
総
合
支
所 

振
興
課 

農
林
建
設
係

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
６

南
郷
総
合
支
所 

振
興
課 

農
林
建
設
係

電
話
０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
３

森
林
の
適
切
な
経
営
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
、
土
砂
災
害
の
防
止
や
水
源
涵か
ん
よ
う養
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、平
成
31
年
4
月
か
ら「
森
林
経
営
管
理
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
、森
林
の
適
切
な
経
営
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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大宅町長に寄付金を手渡す松平さん㊧

松平直臣さん（滝原）が寄付金を贈呈
社会福祉の向上のために

　

２
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
、
故
松
平
須
磨
子
さ

ん
（
滝
原
＝
85
歳
）
の
ご
遺
族
よ
り
、
心
温
ま

る
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
、
町
長
室
を
訪
れ
た
ご
主
人
の
直

臣
さ
ん
は
、「
妻
の
思
い
を
届
け
に
き
ま
し
た
。

町
の
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
町
長
に
寄
付
金
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

故
人
の
ご
遺
志
に
深
く
感
謝
し
、
い
た
だ
い

た
寄
付
金
は
、
町
の
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

馬場俊吉さん（西町）が県国保連合会長表彰を受賞
国民健康保険の運営などに尽力

　

長
年
に
わ
た
り
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
を
務
め
ら
れ
た
方
に
授
与
さ

れ
る
、
福
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
長

表
彰
を
馬
場
俊
吉
さ
ん
（
西
町
＝
馬
場
医
院
院

長
）
が
受
賞
さ
れ
、
２
月
７
日
、
大
宅
町
長
よ

り
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

馬
場
さ
ん
は
、
平
成
15
年
に
同
協
議
会
委
員

に
就
任
、
以
来
15
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
国
民

健
康
保
険
の
運
営
や
各
種
保
健
事
業
な
ど
に
対

す
る
意
見
を
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
晴

れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

左から、馬場さん、大宅町長

全国少年少女選抜大会で入賞
チビッ子レスラーが活躍

　

２
月
23
日
・
24
日
の
両
日
、
板
橋
区
立
小
豆

沢
体
育
館
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
た
、
第
23

回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
。

　

平
成
30
年
７
月
の
第
35
回
全
国
少
年
少
女
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
、
ベ
ス
ト
８
以
上
の

選
手
が
集
う
こ
の
大
会
で
、
田
島
チ
ビ
ッ
子
レ

ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
阿
久
津
こ
は
る
さ
ん
（
荒

海
小
）
と
湯
田
鈴
さ
ん
（
田
島
小
）
が
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

鋭
い
タ
ッ
ク
ル
が
持
ち
味
の
二
人
。
準
優
勝

の
阿
久
津
さ
ん
は
「
練
習
し
て
き
た
崩
し
が
よ

く
決
ま
っ
た
。次
は
優
勝
し
た
い
」と
意
気
込
み
、

第
３
位
の
湯
田
さ
ん
は
「
う
ま
く
タ
ッ
ク
ル
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
上
の
順
位
を

狙
い
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

賞状とメダルを手にする阿久津さん㊧と湯田さん㊨

ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

【
ア
ル
ペ
ン
競
技
入
賞
者
】

●
キ
ッ
ズ
の
部
（
12
人
）

▼
女
子
＝
①
安
藤
美
咲
（
田
島
保
育
園
）
②
河
瀬

心
和
（
同
）
③
小
寺
在
（
暁
の
星
幼
稚
園
）
④
湯

田
茉
結
奈
（
び
わ
の
か
げ
保
育
所
）
⑤
渡
部
愛
梨

（
田
島
保
育
園
）
⑥
室
井
玲
那
（
同
）
▼
男
子
＝

①
齋
藤
太
河
（
田
島
保
育
園
）
②
星
遼
那
（
同
）

③
湯
田
龍
芽
（
び
わ
の
か
げ
保
育
所
）
④
弓
田
快

（
暁
の
星
幼
稚
園
）
⑤
岩
﨑
樹
璃
（
田
島
保
育
園
）

⑥
相
原
丈
瑠
（
同
）

●
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部
（
41
人
）

▼
小
学
１
年
女
子
＝
①
馬
場
心
花
（
田
島
）
②
星

綾
香
（
桧
沢
）
③
八
木
橋
真
汐
（
荒
海
）
▼
小
学

１
年
男
子
＝
①
岩
﨑
蔵
眞（
桧
沢
）②
森
大
燿（
荒

海
）
③
湯
田
渉
叶
（
桧
沢
）
④
滑
田
倫
太
朗
（
同
）

⑤
星
侑
吾
（
田
島
二
）
⑥
河
野
遼
（
桧
沢
）
▼
小

学
２
年
女
子
＝
①
星
未
来
（
田
島
）
②
湯
田
芽
衣

奈
（
桧
沢
）
▼
小
学
２
年
男
＝
①
湯
田
天
道
（
田

島
）
②
安
藤
拓
海
（
同
）
③
渡
部
優
志
（
同
）
④

小
椋
遥
翔
（
同
）
⑤
渡
部
冬
羽
（
同
）
▼
小
学
３

年
女
子
＝
①
湯
田
姫
凪（
桧
沢
）②
梶
山
結
理（
田

島
）
③
大
野
桜
空
（
同
）
▼
小
学
３
年
男
子
＝
①

弓
田
陸
（
荒
海
）
②
大
竹
巧
真
（
田
島
）
③
湯
田

圭
吾
（
田
島
二
）
④
柳
沼
俊
太
（
田
島
）
⑤
大
桃

春
龍（
同
）▼
小
学
４
年
女
子
＝
①
湯
田
姫
琉（
田

島
）
②
星
真
緒
（
同
）
▼
小
学
４
年
男
子
＝
①
星

颯
（
桧
沢
）
②
馬
場
拓
（
田
島
）
③
森
大
成
（
荒

海
）
▼
小
学
５
年
男
子
＝
①
鈴
木
駿
太
朗
（
桧
沢
）

②
掃
部
夏
央
（
同
）
▼
小
学
６
年
女
子
＝
①
阿
久

津
美
優
（
荒
海
）
▼
小
学
６
年
男
子
＝
①
大
竹
裕

大
（
田
島
二
）
▼
中
学
女
子
＝
①
平
野
花
（
田
島
）

▼
中
学
男
子
＝
①
星
벗
乃（
田
島
）②
弓
田
蓮（
荒

海
）
③
皆
川
一
陽
（
田
島
）
④
阿
久
津
志
童
（
田

島
）
▼
成
年
男
子
＝
①
星
健
一
郎
（
台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ

Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）▼
実
年
男
子
＝
①
藤
田
朝
一（
針

生
）
②
白
井
秀
行
（
荒
海
小
教
員
）

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
入
賞
者
】

●
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
部
（
41
人
）

▼
小
学
３
年
男
子
（
１
㎞
）
＝
①
羽
染
幹
太
（
伊

南
）②
河
原
田
海
斗（
南
郷
）③
小
山
綾
太
郎（
同
）

④
佐
藤
豪
（
伊
南
）
▼
小
学
４
年
女
子
（
２
㎞
）

＝
①
月
田
里
桜
（
南
郷
）
②
大
竹
汐
音
（
田
島
二
）

③
齋
藤
百
加
（
南
郷
）
④
星
歩
実
（
田
島
二
）
▼

小
学
４
年
男
子
（
２
㎞
）
＝
①
渡
部
泰
雅
（
田
島

二
）
②
近
藤
莉
玖
（
南
郷
）
③
森
大
成
（
荒
海
）

▼
小
学
５
年
女
子
（
２
㎞
）
＝
①
宗
像
蘭
（
南
郷
）

②
近
藤
心
優
（
同
）
③
酒
井
優
歌
（
同
）
④
近
藤

結
愛
（
同
）
⑤
大
竹
真
子
（
田
島
二
）
▼
小
学
５

年
男
子
（
２
㎞
）
＝
①
酒
井
健
太
郎
（
伊
南
）
②

須
江
悠
成
（
同
）
③
齋
藤
春
樹
（
同
）
④
五
十
嵐

晃
仁
（
南
郷
）
⑤
佐
藤
新
（
同
）
⑥
力
丸
大
毅
（
田

島
二
）
▼
小
学
６
年
女
子
（
２
㎞
）
＝
①
芳
賀
愛

梨
花
（
南
郷
）
②
酒
井
悠
果
（
同
）
③
星
彩
那
（
田

島
）
④
栗
城
り
な
（
同
）
▼
小
学
６
年
男
子
（
２

㎞
）
＝
①
山
内
一
生
（
伊
南
）
②
五
十
嵐
大
起
（
南

郷
）
③
馬
場
謙
生
（
同
）
④
平
野
幸
輝
（
同
）
⑤

森
知
拓
（
同
）
⑥
酒
井
蓮
（
同
）
▼
中
学
女
子
（
４

㎞
）
＝
①
渡
部
和
子
（
南
会
津
）
②
星
花
（
田
島
）

▼
中
学
男
子
（
４
㎞
）
＝
①
酒
井
蓮
（
南
会
津
）

②
阿
久
津
岳
仁
（
同
）
③
渡
部
陸
人
（
同
）
④
星

麟
太
朗
（
同
）
⑤
佐
藤
丞
（
同
）
⑥
鈴
木
陽
翔
（
田

島
）
▼
シ
ニ
ア
（
１
㎞
）
＝
①
吉
田
昌
之
（
会
下
）

●
４
×
１
㎞
リ
レ
ー
の
部
（
７
チ
ー
ム
）

▼
小
学
女
子
＝
①
南
郷
小
Ａ
②
南
郷
小
Ｚ
▼
小
学

男
子
＝
①
南
郷
小
Ａ
②
伊
南
小
③
南
郷
小
Ｚ
▼
中

学
男
子
＝
①
南
会
津
中
▼
オ
ー
プ
ン
＝
南
会
中
応

援
隊

　

ス
キ
ー
競
技
力
の
向
上
と
冬
期
間
の
健
康
維

持
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
町
民
ス
キ
ー
大

会
。

　

２
月
23
日
に
伊
南
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
に

は
、
小
学
３
年
生
か
ら
シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）

ま
で
の
50
人
が
参
加
。
３
月
２
日
に
会
津
高
原

台
鞍
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
ア
ル
ペ
ン
競
技

に
は
、
未
就
学
児
か
ら
実
年
世
代
ま
で
の
80
人

が
参
加
し
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大会の様子（クロスカントリー競技㊧・アルペン競技㊨）

町民スキー大会で９４人７チームが入賞
ウィンタースポーツを楽しむ

【国又は地方公共団体関係機関の請求（住民基本台帳法第１１条第３項）】
名　称 請　求　事　由 閲覧年月日 閲　　覧　　範　　囲

福島県保健福祉部 健康ふくしま２１調査 平成３０年　７月２５日 塩ノ原、山口地区の１５歳以上の男女１１６人

福島県商工労働部 福島県まちづくりに関する意識
調査 平成３０年１０月１７日 田島、宮里地区の１８歳以上の男女２０人

自衛隊福島地方協
力本部

自衛官・自衛官候補生に関する
募集案内 平成３０年１１月　８日 平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれ

平成３０年度 住民基本台帳の閲覧状況公 表
住民基本台帳法の規定により、閲覧状況を公表します。

【個人又は法人の申出（住民基本台帳法１１条の２第１２項）】
申出人 利　用　目　的 閲覧年月日 閲　　覧　　範　　囲

㈱日本リサーチ
センター

情報とメディア利用に関する世
論調査 平成３０年　５月２３日 永田、塩江、中荒井地区の１６歳以上６９歳以下

の男女１２人

（一社）新情報
センター

家計消費状況調査

平成３０年　６月１２日 田島、永田、丹藤地区の１６歳以上の男女１００
人

平成３０年１０月　４日 田島、丹藤地区の１６歳以上の男女５０人

平成３１年　２月　６日 田島地区の１６歳以上の男女５０人

親子関係についての人生振り返
り調査（３世代調査） 平成３１年　２月２１日 糸沢、針生地区の６０歳以上６９歳以下の男女

１８人

【問合せ】住民生活課 戸籍住民係　電話０２４１- ６２- ６１２０
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交 流 広 場

す
ま
い
る
だ
よ
り

南
会
津
町
へ
よ
う
こ
そ

ｖｏｌ 12

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
で
す
。

こ
の
子
育
て
コ
ラ
ム
「
す
ま
い

る
だ
よ
り
」
は
、
毎
日
の
子

育
て
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
役
立
つ
お
得
な

情
報
を
紹
介
し
、
日
々
の
忙
し
い
毎

日
に
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
ぺ
ー
ジ
で
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
の
中
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
か

ら
離
れ
、
不
安
や
ド
キ
ド
キ
の
中
で

南
会
津
町
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
る
い
は
、
南
会
津
町
に
根
を

お
ろ
し
、
日
々
の
子
育
て
に

奮
闘
し
て
い
る
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
多
く
の
方
々
に
、
月
に

１
回
、
私
た
ち
の
想
い
を
届

け
る
た
め
に
「
す
ま
い
る
だ
よ
り
」

を
書
い
て
い
ま
す
。

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

今
回
は
、
年
度
始
め
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
南
会
津
町
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
子
育
て
支
援
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
先
ほ
ど
か
ら
書
か
れ

て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
え
が
お
」
の
存
在

で
す
。え

が
お
」
に
は
、
町
の
保
健

師
と
心
理
職
が
在
籍
し
、

う
ち
の
子
専
門
家
」
の
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
は
、
家

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
の
相

談
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル

や
電
話
で
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

誰
か
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
「
な
か
な
か
夜
寝
て
く
れ
な
い
」

「
保
育
所
に
行
き
た
が
ら
な
い
」
「
お

友
だ
ち
と
う
ま
く
や
れ
て
い
る
か
不

安
」
な
ど
な
ど
、
遠
慮
せ
ず
に
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
南
会
津
町
に
は
、
各
地

域
を
担
当
し
て
い
る
保
健
師

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
齢
期

に
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
い
て
、
幼
児
期
か
ら
大
人
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
相
手
と
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
す
す
め
図
書
】	

「
お
し
っ
こ
ち
ょ
っ
ぴ
り
も
れ
た
ろ
う
」

　

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ　

作
・
絵

２０１９運動したら報告しよう！

南会津町  VS  香川県 多
た ど つ ち ょ う

度津町
３  回  目

今
年
の
相
手
は
香
川
県
多
度
津
町

　

２
０
１
９
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
全
国
か
ら
１
１
９
市
町
村
が
参
加

を
表
明
。
２
月
の
組
み
合
わ
せ
で
、

対
戦
相
手
が〝
う
ど
ん
県
〟で
有
名
な

香
川
県
多
度
津
町
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

多
度
津
町
は
21
回
の
参
加
を
誇
る

大
ベ
テ
ラ
ン
で
、
昨
年
は
人
口
２
万

３
４
４
４
人
に
対
し
50
・
８
％
の
参

加
率
で
し
た
。（
南
会
津
町
の
参
加

率
は
38
・
４
％
）

　

今
年
こ
そ
参
加
率
50
％
を
目
標

に
、
初
勝
利
を
目
指
し
ま
す
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
？

　

15
分
間
以
上
継
続
し
て
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
実
施
し
た
人
の
「
参
加
率

（
％
）」
を
競
い
合
う
、
住
民
総
参
加

型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

運
動
は
何
で
も
Ｏ
Ｋ
！

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
軽
運

動
も
対
象
で
す
。

　

運
動
し
た
ら
忘
れ
ず
に
報
告
し
ま

し
ょ
う
。

【
開
催
日
】

　

５
月
29
日
（
水
）

※
午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間

【
場
所
】

　

町
内
全
域
で
場
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
参
加
方
法
】

　

15
分
間
運
動
し
た
ら
報
告
す
る
だ
け
。

【
対
象
者
】

　

当
日
町
内
に
い
る
全
て
の
方

【
報
告
方
法
】

①
報
告
用
紙
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

※
報
告
用
紙
は
、
新
聞
折
込
や
回
覧
板
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

②
生
涯
学
習
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
分
室
ま
で
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

メ
ー
ル
で
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

③
報
告
用
紙
は
、
各
運
動
施
設
に
設
置
す
る
「
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」

　

へ
も
投
函
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
報
告
先

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
０
７

メ
ー
ル h_syogaku@m

inam
iaizu.org

教
育
委
員
会　

分
室

電
話 

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
１
（
７
６
）
２
１
５
４

メ
ー
ル i_kyoubun@m

inam
iaizu.org香川県多度津町の概要

　香川県の中部に位置し、南は讃
さ ぬ き

岐平野、北は風
ふ う こ う め い び

光明媚な瀬戸内海国立公園に接している。行政区として、陸地部より７. ５
km沖に高

た か み

見島、１２. ４km沖に佐
さ な ぎ

柳島がある。
　古くから天然の良港に恵まれ、港を中心に発展する。明治に入り、四国最初の鉄道が開通したことで、鉄道と港の利点を生
かした西

せいさん

讃交通の要衝として発展してきた。昭和４９年に１９０万㎡の臨海土地造成事業を行い、現在は、約５０社の企業を
誘致し、近代工業都市へと変貌している。
　明治２３年（１８９０年）２月１５日、多度津村と新町村を併せて誕生。昭和１７年に豊

とよはら

原村と合併。昭和２９年に四
し か

箇村
と白

しらかた

方村を合併。昭和３１年に高見島村と佐柳島村を合併して現在に至る。

多  度  津  町

２１回目 !!

５月２９日（水）開催
「

４月の納税こよみ

国民年金　３月分
納期限は４月３０日（月）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

族
以
外
の
ど
の
人
よ
り
も
お
子
さ
ん

の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
気
が
か
り
な
こ
と
を
「
う
ち
の

子
専
門
家
」
の
保
護
者
さ
ん
と
「
発

達
の
専
門
家
」
「
保
育
の
専
門
家
」

「
教
育
の
専
門
家
」
「
子
ど
も
の
心
の

専
門
家
」
な
ど
と
力
を
合
わ
せ
て
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
共
に
喜

び
合
い
ま
せ
ん
か
。

「

困
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
病
院
に

行
く
ほ
ど
で
も
な
さ
そ
う
。

家
で
は
大
変
だ
け
ど
、
保
育
園
や
学

校
で
は
で
き
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら

心
配
な
い
か
な
・
・
・
な
ど
も
、
実

は
家
で
で
き
る
工
夫
や
環
境
を
少
し

変
え
る
だ
け
で
楽
に
生
活
で
き
た
り

し
ま
す
。

子
育
て
を
応
援
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
を
上
手
に
使
っ
て
、
南

会
津
町
で
の
暮
ら
し
を
育
く
ん
で
く

だ
さ
い
。
私
た
ち
が
、
こ
っ
そ
り
そ

ば
で
応
援
し
て
い
ま
す
。
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３月 会議・行事名
１ 県立田島高等学校卒業証書授与

式
２ 町職員採用試験 / 衆議院議員菅

家一郎国政報告会
３ 南郷地域町民スキー大会
５ 課長会議
７ 永田区要望
８ 第１回議会定例会（初日）
９ 教育委員会表彰式 / 衆議院議員

小熊慎司「新春のつどい」
10 故渡部敏夫氏（荒海財産区議会

議員渡部優氏実父）告別式
11 南会津会人事異動内示
13 南会津中学校卒業証書授与式 /

第１回議会定例会（２日目）
14 第１回議会定例会（３日目）
15 第１回議会定例会（最終日）
16 田島保育園卒園式 / 故君島寛氏

（那須塩原市長）告別式
19 ようこそ町長室へ（舘岩・南郷

地域）/ 伊南小学校交通事故ゼ
ロ 8000 日達成表彰式

22 桧沢小学校卒業式 / 家族経営協
定締結式 / 自衛隊入隊者激励会

25 田部原・びわのかげ保育所満了
式 / 除雪隊解散式 / 町防災会議
/ 南会津地方広域市町村圏組合
管理者会、臨時議会 /

26 会津鉄道㈱取締役会 / 南会津会
理事会 / 町文化振興奨励賞授賞
式

27 野岩鉄道㈱取締役会 / ＪＲ只見
線復興推進会議

28 五十嵐初枝氏百歳高齢者賀寿贈
呈式

29 辞令交付式（退職・派遣職員）
/ 退職職員感謝状贈呈式 / 南会
津会退職職員感謝状贈呈式

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 58

お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

４
月
15
日
（
月
）・
17
日
（
水
）・
22
日
（
月
）・

　

24
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場問 ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら
の

お
知
ら
せ

【問合せ】教育委員会 生涯学習課 芸術文化係　電話０２４１-６２-６３１１

2019年５月26日（日）開場13:30
開演14:00

場　所/御蔵入交流館文化ホール
入場料/前売１，０００円（当日は５００円増）

　※購入チケットの、ネットオークションや金券ショップへの

　　販売委託等は禁止です。

チケット発売日

２０１９年４月１４日（日）
午前９：００～

御蔵入交流館で発売開始！

働
き
方
改
革
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
が
、

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
向
け
の
「
働
き

方
改
革
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
内
容
が
更
新

さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
厚
生
労
働
省
】

「
働
き
方
改
革
」
の
実
現
に
向
け
て

https://www.m
hlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/0000148322.html
【
ミ
ラ
サ
ポ
】

「
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
」

https://www.mirasapo.jp/workstyle/index.html

　

厚
生
労
働
省　

労
働
政
策
担
当
参
事
官
室

　

０
３
（
３
５
０
２
）
６
７
２
６

　

中
小
企
業
庁　

経
営
支
援
課

　

０
３
（
３
５
０
１
）
１
７
６
３

℡ 問℡ 問

日　

時

　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

受　

付

　

湯
ノ
花
温
泉
「
星
商
店
」

参
加
料

　

２
５
０
０
円
（
入
浴
券
付
）

定　

員

　

70
人
限
定
（
要
予
約
）

参
加
予
定
店
（
６
店
）

　

北
の
家
・
い
せ
や
・
ふ
じ
や

　

紅
葉
館
・
滝
音
・
山
楽

問
合
せ

　

星
商
店

　

℡
０
２
４
１（
７
８
）７
１
２
２

第
８
回

湯
ノ
花
温
泉

「
裁
ち
蕎
麦
ま
つ
り
」
開
催

　

舘
岩
地
域
は
町
内
有
数
の
「
そ
ば
の
産
地
」
で
あ
り
、
自
慢
の
手
打
ち
そ
ば
を
振
舞
う
お
食
事
処

も
満
載
で
す
。

　

ま
た
、
湯
ノ
岐
渓
谷
に
あ
る
温
泉
郷
に
は
20
数
件
余
り
の
旅
館
や
民
宿
が
立
ち
並
び
、
数
あ
る
郷

土
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
弘
法
の
湯
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ
の
共
同
浴
場
は
、
地
域

住
民
や
観
光
客
と
の
交
流
の
場
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
６
軒
の
そ
ば

処
を
巡
り
な
が
ら
、
各
店
自
慢
の
そ

ば
に
舌
鼓
。
さ
ら
に
、
情
緒
あ
ふ
れ

る
温
泉
に
ゆ
る
り
と
浸
か
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
、
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【受付】星商店

町
消
防
団
春
季
検
閲
式

４
月
28
日（
日
）に
開
催

　

消
防
団
の
団
結
と

規
律
を
維
持
し
、
団

員
の
士
気
の
高
揚
と

消
防
任
務
を
全
う
す

る
た
め
の
春
季
検
閲

式
が
、
次
の
日
程
で

挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、

日
々
訓
練
に
励
ん
で

い
る
消
防
団
員
の
勇

姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　

４
月
28
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　

国
道
１
２
１
号
（
中
町
地
内
）・
御
蔵
入
交
流
館

※
雨
天
時
は
御
蔵
入
交
流
館
の
み

【
交
通
規
制
】

　

当
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
前
11
時
の
間
、
国
道

１
２
１
号
の
一
部
の
交
通
が
規
制
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

住
民
生
活
課　

消
防
交
通
係

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

御蔵入交流館休館日お知らせ

ＧＷ期間中の、５月１日（水）・２日（木）の両日は、御蔵入交流館が

全館休館となりますのでご注意ください。（図書館も含む。）
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始
ま
り
ま
す特

定
健
診
と
各
種
が
ん
検
診

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
年
１
回
の
健
診
（
検
診
）
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
健
診
は
「
受
診
す
る
こ
と
」
が
目
的
で
は
な
く
、〝
健

診
結
果
を
そ
の
後
の
生
活
に
生
か
す
こ
と
〟
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
に
、
町
の
総
合
健

診
の
機
会
を
賢
く
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

総

合

健

診

若
い
し
症
状
も
な
い
か

ら
、
受
け
な
く
て
も
大
丈

夫
だ
ね
。

国
保
40
歳

今
ま
で
の
結
果
も
異
常

は
な
い
し
、
忙
し
い
し
、

１
年
に
１
回
受
け
な
く

て
も
い
い
よ
ね
。

国
保
45
歳

去
年
は
人
間
ド
ッ
ク
に

行
っ
た
し
、
今
年
は
受
け

な
い
つ
も
り
。

国
保
60
歳

高
血
圧
で
毎
月
病
院
に

通
っ
て
る
し
、
血
液
検
査

も
や
っ
て
る
か
ら
、
わ
ざ

わ
ざ
受
け
な
い
よ
。

国
保
65
歳

自
分
で
は
、
病
気
に
気
付
け
な
い
か
ら
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
去

年
異
常
な
し
」「
健
康
だ
」「
症
状
が
な
い
」
な
ど
と
思
っ
て
い
て
も
、

体
の
中
で
病
気
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

理 

由 

①
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
一
番
、
時
間
も
お
金
も
か
か
り

　
　
　
　

ま
せ
ん
。

　

自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
の
受
診
で
は
、
重
症
化
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
健
診
（
検
診
）
で
病
気
を
早
期
に
見
つ
け
、
治
療
や
生

活
習
慣
改
善
を
す
る
こ
と
が
、
一
番
、
時
間
も
お
金
も
か
か
ら
な
い

の
で
す
。

理 

由 

②
病
気
を
見
つ
け
る
目
安
が
１
年
だ
か
ら
で
す
。

　

健
診
（
検
診
）
を
１
年
以
上
受
け
な
か
っ
た
場
合
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
病
気
が
進
行
し
、
早
期
発
見
の
時
期
を
過
ぎ
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
毎
年
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

理 

由 

③
治
療
中
の
方
も
、
そ
れ
以
外
の
病
気
が
見
つ
か
る
可
能
性
が

　
　
　
　

あ
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
は
、
治
療
中
の
病
気
に
必
要
な
検
査
し
か
で
き
な
い

た
め
、
血
液
検
査
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
総
合
的
な
検
査
を
し
て

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
治
療
中
以
外
の
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
に
も
、
町
の
健
診
（
検
診
）
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

理 

由 

④
１
年
に
１
回
は
健
診
（
検
診
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

【 平成２９年度 特定健診 年代別受診率 】

0

10

20

30

40

50

60

70

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳

受
診
率
（
％
）

男性

女性

目標値 60％

28.1％ 28.9％

34.9％

38.6％

31.7％

40.0％

28.3％

45.3％
43.8％

63.4％

47.8％

65.8％

56.1％

59.9％

　平成２９年度の町全体の受診率は５１. ７％でした。
　皆さんの健診結果が改善することや町の特定健診受
診率を上げることなどで、国から町への交付金が増え、
保険料の上昇を抑えることができます。

若年層の受診率が低迷しています。
本年度４０・４５・５０・５５歳の方は、受診料金無料！

この機会に特定健診を受けてみませんか？

健康通信
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自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
選
ん
で
決
め

て
い
く
時
代
で
す
。
ぜ
ひ
、
今
後
の
自
分

や
家
族
の
た
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【 健 診 （検 診）内 容 】
種　類 対　　象　　者 受診料（自己負担）

特定健診 ４０～７４歳の国民健康保険加入者
（健診当日に加入者であること。）

１, ０００円
※本年度に４０・４５・５０・５５歳の方
　は無料です。

胸部レントゲン検査
（肺がん・結核検診） ４０歳以上の町民 無料

胃がん（バリウム）検診 ３０歳以上の町民 ①３０～６９歳　１, ０００円
②７０歳以上　　　　５００円

大腸がん検診 ３５歳以上の町民 ５００円

肺がん（カクタン）検診 ４０歳以上の町民、かつ喫煙指数４００以上の
肺がんハイリスク者

①３０～６９歳　１, ０００円
②７０歳以上　　　　５００円

前立腺がん検診 ５０歳以上の男性 ７００円
肝炎ウイルス検診 ４０歳以上で、今までに検査を受けたことがない方 ８００円

歯周病検診 ４０・５０・６０・７０歳の町民 ５００円

国
保
だ
け
ど
職
場
で
健

診
を
す
る
か
ら
、
町
の
特

定
健
診
は
受
け
な
い
よ
。

国
保
55
歳

毎
年
人
間
ド
ッ
ク
受
け

て
い
る
か
ら
、
町
の
健
診

（
検
診
）
は
受
け
ま
せ
ん
。 

国
保
70
歳

　

職
場
な
ど
で
受
け
た
特
定
健
診
の
結
果
や
定
期
受
診
時
の
検
査
結
果

を
役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
特
定
健
診
の
検
査
項
目
（
基
本
項
目
の
み
）
を
全
て
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　

受
診
日
は
平
成
31
年
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日
ま
で
。

町
の
国
民
健
康
保
険
の
方
で
、
特
定
健
診
の
検
査
項
目
を
全

て
満
た
し
、
役
場
に
健
診
結
果
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ

町
商
工
会
商
品
券
１
０
０
０
円
を
贈
呈

社
保
50
歳

職
場
で
特
定
健
診
は
あ

る
け
ど
、
が
ん
検
診
は
な

い
か
ら
受
け
た
こ
と
が

な
い
。
が
ん
が
気
に
な
る

ん
だ
け
ど
、
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か
？ 

　

町
の
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
平
成
31
年
度
が
ん
検
診
・
健
康
診
査
申
込
書
」
で
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
に
は
、
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
受
診
録
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
済
ん
で
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夫
の
扶
養
で
す
が
、
町
で

健
診
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

社
保
55
歳

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
や
健
康
組
合
な
ど
の
被
扶
養

者
の
方
は
、
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
受
診
券
」、「
健
康
保
険
証
」
が

あ
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

　

受
診
券
の
発
行
や
受
診
方
法
、
受
診
料
金
は
、
加
入
し
て
い
る
各
保
険

者
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
被
保
険
者
本
人
の
場
合
は
、各
保
険
者
、各
事
業
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

夫
の
扶
養
で
健
診
の
機

会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け

ら
れ
る
健
診
（
検
診
）
は

あ
り
ま
す
か
？

社
保
35
歳

　

職
場
や
学
校
な
ど
で
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会
が
な
い
方
を
対
象

に
、「
既
存
健
診
対
象
外
の
県
民
に
対
す
る
健
康
診
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

②
既
存
健
診
を
受
診
す
る
機
会
の
な
い
方

③
昭
和
55
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
申
込
み
】

　

事
前
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
健
診
当
日
に
会
場
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

後
期
高
齢
に
保
険
証
が

変
わ
り
ま
し
た
。
特
定
健

診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

か
？

後
期
高
齢
75
歳

　

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
75
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
「
健
康
診
査
」
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

定
期
通
院
中
の
方
も
、
新
た
な
病
気
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
健
診
を
受
診
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

総
合
健
診
を

　
　
受
診
す
る
に
は

　

40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
、「
平

成
31
年
度
が
ん
検
診
・
健
康
診
査
申
込
書
」
で

各
種
検
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
受
診
録

や
容
器
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

　

申
込
み
が
済
ん
で
い
な
い
方
も
受
診
で
き
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】

　

詳
し
く
は
、
対
象
者
へ
配
布
す
る
案
内
や
、

３
月
末
に
全
戸
配
布
し
た
「
平
成
31
年
度
健
康

増
進
事
業
日
程
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
と
し
て
「
特
定
健

　

診
」
を
受
診
し
た
方
で
、
健
診
当
日
に
資
格

　

喪
失
が
判
明
し
た
場
合
は
、
健
診
費
用
を
全

　

額
返
金
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
特
定
健
診
の
基
本
項
目
を
１
つ
で
も
キ
ャ
ン

　

セ
ル
す
る
と
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と

　

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
基
本
項
目
を
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。
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健康通信
Health Information

健康通信
Health Information

●乳幼児健康相談
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

４月16日（火） ６～８か月児健康相談
13：30～13：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）
平成30年８月～10月生まれ

５月23日（木） １歳児健康相談 平成30年２月～３月生まれ

月日 病　　院　　名 電　話
４月14日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036
　　21日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141
５月５日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688
　　12日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733
　　19日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221
　　26日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

４ ・ ５月の日曜当番医
ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

山内 友
ゆうすけ

介 くん

（南郷）

小野 杏
あ ん な

奈 ちゃん

（南郷）

梁取　玄
げん

 くん

（南郷）

小椋 結
ゆ い と

翔 くん

（田島）

原　明
あ き ほ

歩 ちゃん

（田島）

月田　 灯
あかり

 ちゃん

（田島）

健康太極拳教室を開催します
　体力向上と健康維持を目的とした、健康太極拳教室を開催します。
　性別や年齢、体力などに関係なく、どなたでも、いつでも参加できますので、お気軽にお越しください。

地域・地区 場　　所 日　　　　程

田　島
本町交流センター 　　毎週日曜日　　　午後７時～午後８時30分

田 島 体 育 館（４～10月）
御蔵入交流館（11～３月） 　　毎週木曜日　　　午前10時～正午　　　　

桧　沢 桧沢公民館 毎月第１・３火曜日　午前10時～正午　　　　
舘岩・伊南・南郷 伊南会館 毎月第２・４水曜日　午後１時30分～午後３時

※参加は無料です。都合のよい日にお越しください。
※祝祭日、年末年始などが重なるときは、お休みする場合がありますのでご確認ください。

【問合せ】（公財）南会津町振興公社　電話０２４１- ６２- ２４４２

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者
４月17日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成30年12月生まれ
５月15日（水） ３～４か月児健診 平成31年１月生まれ
５月22日（水） ３歳６か月児健診 平成27年10月～11月生まれ
５月29日(水） １歳６か月児健診 平成29年10月生まれ
５月31日（金） ２歳児歯科健診 平成28年11月～12月生まれ

心の健康相談のお知らせ
眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

５月21日（火） 13：30～15：00 南会津保健所
（南会津保健福祉事務所）

・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健所（南会津保健福祉事務所）保健福祉課　電話０２４１- ６３- ０３０５

ゴールデンウィーク期間中の医療機関の診療状況
月　日 病　　　　院　　　　名

午　　　前 一　　　日

４月２７日（土）

馬 場 医 院（南会津町）0241-62-0141

舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町）0241-78-8688

高 橋 医 院（南会津町）0241-62-0040
きむらクリニック（南会津町）0241-62-5576
なかやクリニック（南会津町）0241-73-2036
佐 藤 医 院（下　郷　町）0241-67-2134
芳 賀 医 院（下　郷　町）0241-67-2128

　　２８日（日） 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町）0241-78-8688
　　２９日（月）
　　３０日（火）長 谷 川 医 院（南会津町）0241-62-0032 佐 藤 医 院（下　郷　町）0241-67-2134
５月　１日（水）舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町）0241-78-8688 馬 場 医 院（南会津町）0241-62-0141

　　　２日（木）
長 谷 川 医 院（南会津町）0241-62-0032

なかやクリニック（南会津町）0241-73-2036舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町）0241-78-8688
芳 賀 医 院（下　郷　町）0241-67-2128

　　　３日（金）
　　　４日（土）
　　　５日（日） 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町）0241-78-8688
　　　６日（月）

※県立南会津病院は救急のみ随時対応
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

◆間もなく「平成」という時代が幕を閉じます。

◆これまでさまざまな出来事があり、そのたびに町は

　町民の皆さまとともに、約１３年の月日を一歩ずつ

　歩んできました。

◆本号は〝平成最後の広報紙〟。その節目にあたる広報

　紙の編集を担えたことを、心から誇りに思います。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３１年４月１日現在

総人口 １５, ５０４ 人 （－１２７）
男 ７, ５９４ 人 （－　６２）
女 ７, ９１０ 人 （－　６５）

世帯数 ６, ６５６ 世帯 （－　４７）
※（　）内は前月比　

５月 （Ｍａｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

４月 （Ａｐｒｉｌ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

笑
い
声
行
き
交
う
子
ら
に
春
の
風　
　
　
　
　
　

星　
　

昴
明

　

啓
蟄
や
大
地
の
声
に
耳
澄
ま
す　
　
　
　
　
　
　

星　
　

柳
山

　

撒
き
餌
待
つ
雀
二
、
三
羽
春
障
子　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

春
近
し
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
水
の
私
語　
　
　
　
　

馬
場　

忠
子

　

風
花
や
仏
の
御お

て手
に
誘
わ
れ
て　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

ミ
エ

　

孫こ

に
つ
ら
れ
童わ

た
べ
う
た歌

で
る
春
日
和　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

鵯ひ
よ
ど
り鳥

の
番
飛
び
立
つ
恵
方
道　
　
　
　
　
　

星　

美
恵
子

　

春
愁
や
啄
木
の
句
が
身
に
し
み
て　
　
　
　

平
野
恵
美
子

　

春
吹
雪
床
屋
さ
ん
来
て
夫
の
笑
み　
　
　
　

酒
井　

栄
子

鴫
山
短
歌
会

　

若
水
と
茶
葉
に
一
年
の
幸
を
込
め

　
　
　

美
味
し
く
な
れ
と
静
か
に
淹
れ
る　
　

石
橋　

満
江（
中
町
）

　

シ
ー
ズ
ン
券
求
め
孫
と
の
ス
キ
ー
の
日

　
　
　

決
め
て
暦
に
丸
を
つ
け
た
り　
　
　
　

大
竹　

幸
一（
下
塩
江
）

　

新
し
い
靴
を
お
ろ
し
た
雨
上
が
り

　
　
　

さ
あ
さ
あ
ど
こ
へ
お
出
掛
け
し
よ
う　

君
島　

由
恵（
金
井
沢
）

まちの文芸

【一般図書】
文豪お墓まいり記　　　　　山崎　ナオコーラ　著

くらやみガールズトーク　　　　　朱野　帰子　著

父と私の桜尾通り商店街　　　　　今村　夏子　著

姑の遺品整理は、迷惑です　　　　垣谷　美雨　著

お茶壺道中　　　　　　　　　　　梶　よう子　著

夢を釣る　　　　　　　　　　　　佐伯　泰英　著

イシイカナコが笑うなら　　　　　額賀　　澪　著

梟の一族　　　　　　　　　　　　福田　和代　著

毒よりもなお　　　　　　　　　　森　　晶麿　著

ノースライト　　　　　　　　　　横山　秀夫　著

【児童図書】
月のかたち　　　　　　　　藤井　旭　監修・写真

よくわかるユニバーサルデザイン　柏原　士郎　監修

スヌーパー君がいた４０日　　　　丹　由美子　著

ありちゃんあいうえお　　　かこ　さとし　詩と絵

カイとティムよるのぼうけん　　　石井　睦美　作

しゅつどう！しょうぼうたい　　鎌田　歩　作・絵

でっかいかまくらつくったよ　　鈴木　永子　さく

ポリぶくろ、１まい、すてた　ミランダ・ポール　文

おんぶおんぶのももんちゃん　とよた　かずひこ　さく・え

みんなでにっこり！あさごはん　やなせスタジオ　作画

新 着 本 の ご 案 内

イベントのご案内

≪ゴールデンウィーク えいが会≫

タイトル 「日本の昔ばなし」・「トムとジェリー」
「新・恐竜大進撃」

「ミッキーマウス」

開催日 ４月２７日（土） ５月３日（金） ５月５日（日）

時　間 午前１１時～

会　場 御蔵入交流館 多目的ホール

対　象 どなたでもご自由に鑑賞できます。（飲食可）

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

≪おはなし会≫

テーマ 「ぶーぶー」 「どうぶつえん -ＺＯＯ」

開催日 ４月２０日（土） ５月１８日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。

こどもの読書週間のご案内

２０１９年

第６１回 こどもの読書週間

■標語：「ドは読書のド♪」

■期間：４月２３日（火）～５月１２日（日）

＜ 読書週間中にイベントを開催！ ＞

◎たくさん読もう･チャレンジ（中学生以下対象）

　期間中に、１５冊以上読書をした方に「ちょっ

としたプレゼント」を差し上げます。

特 別 休 館 日 の お 知 ら せ

◆ゴールデンウィーク期間中、５月１日（水）・

　２日（木）の２日間を特別休館日といたしま

　すので、ご注意ください。

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

　
　
　
　
　
執
行
さ
れ
ま
す

　

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
次
の
日
程
で
執
行
し
ま

す
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
町
の
将
来
を
決
め
る
重
要
な
選

挙
で
す
。貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、ル
ー

ル
を
守
っ
て
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

【
選
挙
告
示
】

　

４
月
16
日
（
火
）

【
投
票
日
】

　

４
月
21
日
（
日
）

【
投
票
時
間
】

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

※
投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
投
票
で
き
る
方
】

・
平
成
13
年
４
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
平
成
31
年
１
月
15
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
た
方

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
に
都
合
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
間　

４
月
17
日
（
水
）
～
20
日
（
土
）

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
場
所　

役
場
本
庁
舎
・
各
総
合
支
所

【
不
在
者
投
票
】

①
入
院
（
入
所
）
施
設
で
投
票

　

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
（
入
所
）
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

②
郵
便
で
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
な
ど
を
所
持

し
、
障
害
の
程
度
が
一
定
基
準
以
上
の
方
は
、
申
請

に
よ
り
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
自

宅
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
５
で
在
宅
の
方
も
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
病
院
や
施
設
に
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
方
は
、

　

①
の
方
法
で
投
票
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

　

星
徹
さ
ん
が
高
齢
者
叙
勲
「
旭

日
単
光
章
」
を
め
で
た
く
受
章
さ

れ
、
12
月
４
日
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

星
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
に
旧
舘

岩
村
議
会
議
員
に
当
選
。
以
来
、

平
成
11
年
ま
で
３
期
12
年
の
長
き

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
高
邁
な
政

治
信
念
を
も
っ
て
農
林
業
、土
木
、

教
育
、
福
祉
の
向
上
な
ど
、
各
分

野
に
わ
た
り
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
舘
岩
村
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
過
疎
化
と
高
齢
化

が
進
む
中
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
基
盤
整
備
の
重
要
性
を
強
く
意

識
さ
れ
、
ほ
場
整
備
や
担
い
手
農

家
の
育
成
な
ど
農
林
業
の
進
展
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
、
晴
れ
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

栄
え
あ
る
受
章

栄
え
あ
る
受
章

栄
え
あ
る
受
章

高
齢
者
叙
勲

　

長
年
の
功
績
が
実
る

星　

徹と
お
る 

さ
ん（
伊
与
戸
）

　
　
　
「
旭き

ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
」を
受
章


